
（
承
前
）

　

前
号
に
引
き
続
き
、
春
日
庄
作
自
筆
本
（
以
下
、
春
日
本
と
す
る
）
所
収
曲
の
系
統
的
位

置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

12
、「
大
盤
（
マ
マ
）若
」

　

春
日
庄
作
直
筆
の
台
本
で
あ
る
『
第
四
巻　

鷺
流
狂
言
手
附
本
』
に
は
、「
大
盤
若　

神
子
」

と
し
て
、
二
種
の
台
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
台
本
を
便
宜
上
、
記
載
順
に
Ａ
・

Ｂ
と
す
る
。
本
曲
に
は
、
僧
・
巫
女
・
施
主
の
三
人
が
登
場
す
る
が
、
こ
の
台
本
は
巫
女
の

せ
り
ふ
を
中
心
に
記
し
て
い
る
。
前
者
（
Ａ
）
は
巫
女
と
施
主
で
あ
る
何
某
の
せ
り
ふ
を
記

し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
（
Ｂ
）
は
巫
女
の
せ
り
ふ
の
み
の
抜
き
書
き
で
あ
る
。

　

Ｂ
に
は
「
明
治
弐
拾
五
年
四
月
営
能
執
行
ス　

仙
姿
鶯
什
用
」
と
い
う
前
書
き
（
朱
筆
）

が
あ
る
。
仙
姿
鶯
は
、
春
日
庄
作
自
筆
本
の
一
つ
で
あ
る
『
以
品
（
マ
マ
）波
』
四
丁
表
に
も
「
山
口

縣
山
口
市
街
西
端
南
部　

阿
部
仙
姿
鶯
／
蔵
章
（
マ
マ
）」
と
見
え
て
お
り
、
こ
の
「
以
呂
波
」
の
台

本
を
所
持
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
て
、
し
か
も
阿
部
姓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
大

盤
若
」
を
収
め
る
『
第
四
巻　

鷺
流
狂
言
手
附
本
』
の
一
丁
裏
に
「
阿
部
福
之
助
様　

人
々

御
中　

春
日
庄
作
」
と
墨
書
す
る
こ
と
か
ら
（
一
丁
表
に
は
「
山
口
縣
吉
敷
郡
山
口
町
大
字

中
讃
井
町　

阿
部
福
之
助
」
と
い
う
朱
印
も
あ
る
）、
仙
姿
鶯
と
は
、
こ
の
阿
部
福
之
助
と

お
そ
ら
く
同
一
人
物
（
仙
姿
鶯
は
号
ま
た
は
芸
名
で
あ
ろ
う
）
で
あ
り
、
春
日
庄
作
の
弟
子

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

【
巫
女
の
名
ノ
リ
】

　

春
日
本
（
Ａ
・
Ｂ
）
で
は
、
巫
女
は
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。

　

Ａ
わ
ら
わ
ゝ
此
辺
り
の
神
子
で
御
座
る　

爰
に
何
か
し
殿
と
申
人
の
御
座
る　

是
江
毎
月

御
神
楽
ニ
参
り
ま
す
る　

今
日
も
参
ふ
と
存
る

　

Ｂ
わ
ら
わ
ハ
此
辺
り
の
神
子
で
御
座
る
。
爰
に
小
林
六
郎
殿
と
申
ス
人
ン
の
御
座
る
が
。

是
江
毎
月
定
タ
マ
ツ
テ
御
神
楽
に
参
り
ま
す
る
。
今
ン
日
も
参
ウ
と
存
る
。

　

享
保
保
教
本
は
「
ワ
ラ
ハ
ヽ
此
辺
ニ
住
居
ス
ル
神
子
テ
御
座
ル　

今
日
モ
御ヲ

旦
那
廻
リ
ニ

参
ラ
ウ
ト
思
フ
テ
出デ

マ
シ
タ　

近
イ
所
カ
ラ
段
々
ニ
参
リ
マ
セ
ウ
」、宝
暦
名
女
川
本
は
「
是

は
此
他
り
の
御
子
て
御
座
る
、今
日
も
お
旦
那
衆
へ
廻
ま
せ
う
と
思
ふ
て
出
ま
し
て
御
座
る
、

先
、
近
ふ
御
座
る
程
に
、〔
テ
イ
シ
ユ
の
名
を
云
て
〕
こ
な
た
か
ら
参
ら
う
」、
常
磐
松
文
庫

本
は
「
是
ハ
此
傍
り
の
神
子
て
御
座
る　

今
日
ハ
旦
那
廻
り
を
致
さ
ふ
と
存
る　

近
ふ
御
座

る
に
依
て
此
方
か
ら
参
ら
ふ
」
と
名
乗
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
延
宝
忠
政
本
「
此
憐
の
神
子
て
御
さ
る
。
今
日
ハ
旦
那
衆
へ
は
ら
い

に
参
ま
せ
う
」、
寛
政
有
江
本
「
此
隣
の
覡ミ
コ

で
御
座
ル　

お
旦
那
衆
へ
秡
に
参
る
」、
安
永
森

本
「
わ
ら
は
は
当
所
に
住
居
致
す
神
子
で
ご
ざ
る
、
今
日
も
旦
那
廻
り
を
致
さ
う
と
思
ひ
ま

す
る
」、
杭
全
本（
１
）（
Ａ
）「
童
ハ
当
所
ニ
住
居
致
神
子
テ
御
座
ル　

今
日
モ
ヲ
檀
那
廻
ヲ
致
ソ

ウ
ト
思
マ
ス
」、
杭
全
本
（
Ｂ
）「
是
ハ
此
辺
り
に
住
居
仕
る
神
子
て
コ
サ
ル　

毎
正
五
九
月

に
御
祈
祷
に
参
る
御
方
か
コ
サ
ル　

唯
今
参
ふ
と
存
る
」、
賢
茂
五
番
綴
本
「
童
ハ
此
隣
の

神
子
で
御
座
る
。
今
日
も
お
旦
那
廻
り
を
致
ふ
と
思
ひ
ま
す
る
」
と
あ
る
。

　

他
流
（
本
曲
は
、
古
来
大
蔵
流
に
は
な
い
の
で
和
泉
流
の
み
を
比
較
す
る
）
は
、
天
理
本

「
さ
る
か
た
に
お
き
た
う
を
な
さ
る
ゝ
ほ
ど
に
、
ま
い
れ
と
お
う
せ
ら
る
ゝ
、
た
ゞ
今
参
」、

和
泉
家
古
本
「
毎
月
晦
日
ば
ら
い
に
参
る
お
方
か
あ
る
ト
云
テ
出
ル
」、
雲
形
本
（
別
編
）

「
毎マ
イ
ゲ
ツ
ツ
ゴ
モ
リ
バ
ラ
ヒ

月
晦
日
祓
に
参マ
ヰ
ルお
方カ
タ

が
有ア
ル

。
今コ
ン
ニ
チ日
も
ま
ゐ
ら
う
と
お
も
ひ
ま
す
」、
狂
言
集
成
本
「
妾
は

此
の
辺
り
の
神
子
で
御
座
る
。
毎
も
月
の
末
に
は
さ
る
御
方
へ
神
楽
を
上
げ
に
参
る
。
今
日

も
参
ら
う
と
思
ひ
ま
す
る
」
と
あ
る
。
狂
言
記
外
五
十
番
は
「
是
は
此
辺
り
に
住
居
す
る
神

子
で
御
ざ
る
、
い
つ
も
の
お
旦
那
方
へ
お
か
ま
の
払
い
に
参
ら
ふ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

春
日
本
で
は
巫
女
が
「
毎
月
神
楽
に
参
る
」
と
言
う
が
、
鷺
流
両
派
と
も
お
お
む
ね
「
お

旦
那
廻
り
」
を
す
る
と
い
う
表
現
が
基
本
で
、
春
日
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
毎
月
（
晦

日
祓
い
に
）
神
楽
を
上
げ
に
行
く
」
と
い
う
表
現
の
和
泉
家
古
本
・
雲
形
本
・
狂
言
集
成
本

が
、
む
し
ろ
春
日
本
に
近
い
。

論      

文

山
口
鷺
流
台
本
の
系
統
（
二
）―

春
日
庄
作
自
筆
本
を
め
ぐ
っ
て―稲　

　

田　
　

秀　
　

雄
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【
神
楽
の
前
の
謡
】

　

巫
女
が
神
楽
を
舞
う
前
の
謡
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ａ
①
御
神
楽
こ
そ
目
出
度
け
れ　

命
長
ウ
ち
よ
（
マ
マ
）ふ
よ
ふ
の
そ
い
て

　
　

②
は
る
か
成
ル
沖
ニ
も
石
の
見
得
た
る
ハ
恵
美
須
の
こ
ぜ
の
こ
し
掛
の
石

　

Ｂ
①
払
ヒ
た
ま
え
き
よ
め
た
ま
え　

御
神
楽
こ
そ
目
出
度
け
れ　

命
チ
長
う
ち
よ
（
マ
マ
）う
よ
う

の
の
ぞ
い
て

　
　

②
は
る
か
成
る
。
お
き
ニ
も
石
の
見
え
け
る
ハ
。
恵
美
須
の
こ
ぜ
の
こ
し
掛
ケ
の
石
。

あ
ら
い
清
め
て
。

く　

享
保
保
教
本
は
、「
①
御ヲ
カ
ク
ラ

神
楽
コ
ソ
目
メ
デ
タ
ウ
ヲ
ハ
シ
マ
セ
イ
ノ
チ
ナ
カ
ウ
チ
ウ
ヨ
ウ
ウ
ノ
ゾ
イ

出
度
御
座
命
永
中
夭
除
テ
、
②
遙ハ
ル
カ

ナ
ル
沖
ニ
モ
石
ノ

見
ヘ
ケ
ル
ハ
夷ヱ
ヒ
ス

ノ
御ゴ

前ゼ

ノ
腰コ
シ

カ
ケ
ノ
石
」、
宝
暦
名
女
川
本
は
「
①
お
神
楽
こ
そ
め
で
た
ふ

お
わ
し
ま
せ
、
命
長
ふ
、
ち
う
よ
ふ
の
ぞ
い
て
、
②
は
る
か
な
る
お
き
に
も
石
の
見
ゑ
け
る

は
、
ゑ
ひ
す
の
こ
せ
の
こ
し
か
け
の
い
し
」、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
①
お
神
楽
こ
そ
目
出
た

ふ
お
わ
し
ま
せ　

命
長
ふ
ち
う
よ
ふ
の
ぞ
い
て
、
②
は
る
か
成
沖
に
も
石
の
見
へ
け
る
ハ　

ゑ
び
す
の
こ
せ
の
腰
か
け
の
い
し
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
延
宝
忠
政
本
「
①
御
神
楽
社
目
出
度
お
ハ
し
ま
せ
。
命
な
か
ふ
ち
う

よ
う
の
そ
い
て
、②
沖
に
も
石
の
有
物
を　

ゑ
ひ
す
の
ご
ぜ
の
腰
掛
の
石
」、寛
政
有
江
本「
①

お
神
楽
こ
そ
目
出
度
う
お
ハ
し
ま
せ　

命
長
う
ち
う
妖
の
そ
い
て
、
②
遥
な
る
沖
に
も
石
の

有
物
を　

ゑ
ひ
す
の
こ
せ
の
腰
掛
の
石
」、
安
永
森
本
「
①
御
神
楽
こ
そ
目
出
た
う
お
は
し

ま
せ
、②
遙
か
な
る
沖
に
も
石
の
あ
る
も
の
を
、恵
比
須
ご
ぜ
の
腰
か
け
の
石
」、杭
全
本（
Ａ
）

「
①
御
神
楽
社
目
出
度
ウ
御
座
セ　

命
長
フ
中
ヨ
ウ
除
イ
テ
、
②
遙
カ
成
ヲ
キ
ニ
モ
石
モ
有

物
ヲ　

恵
比
須
ノ
石
腰
掛
ノ
石
」、
杭
全
本
（
Ｂ
）「
①
沖
中
に

く
汐
干
に
石
の
見
へ
た
る

ハ
戎
殿
御
前
の
腰
掛
石
、
②
笹
の
葉
を

く
手
ニ

く
持
て
手
に
持
て
天
の
岩
戸
へ
（
振
り

廻
り
亦
）言
伝
や
せ
ん

く（
振
り
廻
り
又
）京
の
事
淀
に
川
舟
中
成
通
ハ
神
の
通
ヒ
路

く
」

（
括
弧
内
は
注
記
）、
賢
茂
五
番
綴
本
「
①
お
神
楽
社
目
出
度
ふ
お
わ
し
ま
せ
。
命
長
う
中チ
ウ

よ

ふ
除
イ
て
、②
遙
成
沖
に
も
石
の
見
へ
け
る
ハ
。
恵
比
須
の
ご
ぜ
の
腰
掛
の
い
し
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
は
、天
理
本
「
①
「
あ
ふ
、は
る
か
な
る
」
を
云
て
、石
神
の
心
也
、②
又
か
ぐ
ら
も
、

ま
い
ら
す
る
」、
和
泉
家
古
本
「
①
あ
ふ
は
る
か
な
る
ヲ
云
テ
・
神
楽
ヲ
マ
イ
ラ
ス
ル―

神

楽
ノ
内
仕
舞
有
・
石
神
ノ
心
也
、
②
又
神
楽
ヲ
マ
イ
ラ
ス
ル
」、
雲
形
本
「
初
段
、
後
段
共
、

此
狂
言
神
楽
ノ
、
伝
ハ
、
ス
ベ
テ
、
石
神
ノ
、
狂
言
ノ
通
ナ
レ
バ
、
石
神
ノ
、
書
物
ニ
テ
、

合
点
、
ス
ベ
シ
、
ス
コ
シ
モ
、
相
違
ナ
シ
」、
狂
言
集
成
本
「
①
お
う
遙
か
な
る
沖
に
も
石

の
あ
る
も
の
を
。
夷
の
ご
せ
の
腰
懸
け
の
石
、
②
お
ゝ
目
出
度
や
な

く
。
唯
今
の
御
神
楽

の
感
応
に
よ
り
。
夜
の
驚
き
な
く
。
昼
の
騒
ぎ
な
く
何
事
も
思
ふ
所
望
を
叶
へ
給
ふ
。
有
難

や
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
①
お
神
楽
こ
そ
め
で
た
ふ
候
へ
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

春
日
本
は
、
傍
線
部
に
小
異
あ
る
も
の
の
、
②
Ａ
「
沖
ニ
も
石
の
見
得
た
る
ハ
」、
Ｂ
「
お

き
ニ
も
石
の
見
え
け
る
ハ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
以
下
に
見

え
る
「
沖
ニ
モ
石
ノ
見
ヘ
ケ
ル
ハ
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）。
な
お
、

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
杭
全
本
（
Ｂ
）・
賢
茂
五
番
綴
本
を
除
き
、「
沖
に
も
石
の
あ
る
も
の
を
」

と
す
る
。
狂
言
集
成
本
及
び
和
泉
家
古
本
以
下
の
宗
家
系
も
（「
石
神
」
を
参
照
す
る
と
）

そ
れ
に
同
じ
で
あ
る
。

【
巫
女
の
反
論―

神
楽
の
謂
わ
れ
】

　

大
般
若
経
を
転
読
す
る
の
に
神
楽
が
邪
魔
に
な
る
と
僧
に
言
わ
れ
て
、
巫
女
は
次
の
よ
う

に
反
論
す
る
。

　

Ａ
イ
ヤ
申
其
大
は
ん
に
や
と
や
ら
が
仏
在
世
の
時
よ
り
は
じ
ま
り
大
事
の
大
は
ん
に
や
な

れ
ハ
此
御
神
楽
ハ
日
の
本
の
む
か
し
神
代
の
時
よ
り
つ
た
わ
り
た
る
大
事
の
御
神
楽

て
御
座
る　

そ
れ
た
て
ハ

く
て
御
座
る　

是
ニ
ハ
か
ま
わ
す
と
大
は
ん
に
や
を
上
ケ

ら
れ
い
と
被
仰
れ
い

　

Ｂ
イ
ヤ
申
其
御
出
家
の
大
盤
（
マ
マ
）若
か
。
仏
ざ
い
せ
の
時
よ
り
の
御
経
な
れ
バ
。
此
御
神
楽

ハ
神
代
の
時
よ
り
は
し
ま
り
た
る
。
日
の
本
の
こ
ん
げ
ん
で
御
座
る
。
夫
レ
ハ
た
て
は

く
で
御
座
る
程
に
。
か
ま
わ
ず
と
御
経
を
上
ケ
さ
せ
ら
れ
い
と
お
ふ
せ
ら
れ
い

享
保
保
教
本
は
「
ヨ
ウ
聞
セ
ラ
レ
マ
セ
イ　

ア
ノ
大
般
若
ガ
仏
在
世
ノ
時
分
ニ
説
置
セ
ラ
レ

タ
事
ナ
ラ
ハ
此
神
楽
モ
神
代ヨ

ノ
時
ヨ
リ
初
ツ
タ
事
テ
御
座
ル　

仏
道
ト
神
道
ト
ハ
各カ
ク
ヘ
ツ別

テ
御

座
ル　

構
カ
マ
ハ
セラ

ル
ヽ
ナ
ト
云
フ
テ
其
通
ニ
シ
テ
ヲ
カ
セ
ラ
レ
マ
セ
イ
」、宝
暦
名
女
川
本
は「
尤
、

仏
在
世
の
時
よ
り
、
と
き
お
か
せ
ら
れ
た
大
般
若
て
御
座
る
、
又
、
神
楽
は
神
代
よ
り
は
じ

ま
つ
た
神
楽
て
御
座
る
、
其
上
、
わ
が
朝
は
神
国
な
れ
ば
、
先
、
お
神
楽
か
感（
マ
マ
）様
て
御
座

る
、
殊
に
仏
道
と
神
道
は
格
別
て
御
座
る
に
依
て
、
か
ま
わ
ず
に
よ
ま
せ
ら
れ
い
と
仰
せ
ら

れ
い
」、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
尤
仏
在
世
の
時
分
と
き
置
せ
ら
れ
た
大
般
若
で
御
座
ら
ふ
が

又
神
楽
ハ
神
代
よ
り
始
つ
た
神
楽
で
御
座
る　

其
上
我
朝
ハ
神
国
な
れ
ハ
先
お
神
楽
か
感（
マ
マ
）様

て
御
座
る　

殊
に
仏
道
と
神
道
ハ
格
別
て
御
座
る
に
依
て
か
ま
わ
ず
に
よ
ま
せ
ら
れ
い
と
被

仰
い
」
と
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
延
宝
忠
政
本
「
申
此
神
楽
と
申
こ
そ
神
代
ヨ
リ
も
始
り
神
ヲ
す
ゝ
し

め
ま
し
て
殊
に
神
の
御
心
を
す
ゝ
し
む
る
と
申
て
別
て
目
出
度
物
て
御
さ
る
。
亦
位
に
高
下

山口鷺流台本の系統（二）―春日庄作自筆本をめぐって―
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ハ
な
し
私
ハ
上
ね
ハ
成
ま
せ
ぬ
」、
寛
政
有
江
本
「
尤
大
般
若
ハ
仏
在
世
の
時
分
よ
り
仏
の

説
置
せ
ら
れ
ま
せ
う
か
去
な
か
ら
此
神
楽
と
申
事
ハ
神
代
よ
り
も
始
ま
り
神
の
御
恵
を
す
ゝ

し
め
ま
す
る
も
の
て
御
座
ル
に
よ
つ
て
某
も
別
に
位
の
高
下
ハ
な
し　

上
ま
す
る
そ
」、
安

永
森
本
「
い
や
大
般
若
も
経
王
で
は
ご
ざ
れ
ど
も
、
御
神
楽
と
申
す
は
神
代
よ
り
も
は
じ
ま

り
、
神
慮
を
す
ゞ
し
め
、
家
内
繁
昌
の
は
ら
へ
を
勤
め
ま
す
れ
ば
、
止
る
事
は
な
ら
ぬ
と
仰

せ
ら
れ
い
」、
杭
全
本
（
Ａ
）「
尤
大
般
若
モ
経
王
デ
御
座
レ
ト
モ
ヲ
神
楽
申
ハ
神
代ヨ

従
モ
初

リ
神
慮
ヲ
ス
ヽ
シ
メ
家
内
繁
昌
ノ
払
ヲ
勤
マ
ス
レ
ハ
止
ル
事
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
仰
ラ
レ
イ
」、
杭

全
本
（
Ｂ
）「
何
シ
ヤ
経
の
済
間
待
て
へ　

経
ハ
経
鈴
ハ
鈴
カ
マ
ヤ
ン
ナ
ト
云
セ
ラ
レ
ヒ
」、

賢
茂
五
番
綴
本
「
尤
大
般
若
も
経
王
で
ハ
御
座
れ
共
”。
こ
の
お
神
楽
と
申
ハ
神
代
よ
り
初

り
神
慮
を
す
ゞ
し
め
。
家
内
繁
昌
の
払
を
勤
ま
す
れ
バ
。
止
ル
事
ハ
な
ら
ぬ
と
仰
ら
れ
ま
せ

い
」
と
あ
る
。

　

和
泉
流
は
、
天
理
本
「
あ
ら
、
む
り
な
事
お
し
や
る
、
仏
在
世
の
時
よ
り
も
、
一
切
の
き

や
う
は
み
な
し
ゆ
じ
や
う
を
斎（
マ
マ
）渡
せ
ん
が
た
め
な
り
、
是
は
又
、
神
紙
（
マ
マ
）で
、
そ
ち
へ
か
ま
ふ

事
で
は
な
ひ
ほ
ど
に
、
め
ん

く
さ
ば
き
に
め
さ
れ
い
」、
和
泉
家
古
本
「
や
あ
ら
む
り
な

事
を
お
し
や
る
・
仏
在
所
の
時
よ
り
も
・
一
切
の
経
は
み
な
衆
生
を
済
度
せ
ん
が
た
め
な
り
・

是
は
又
神
祇
て
・
今
生
の
お
き
た
う
な
れ
は
・
そ
つ
と
も
そ
ち
へ
か
ま
ふ
事
て
は
な
ひ
と
仰

ら
れ
い
」、
雲
形
本
「
扨

く
推
参
な
事
を
い
は
れ
ま
す
。
仏
在
世
の
時
よ
り
も
、
一
切
の

経
は
皆
衆
生
を
済
度
せ
む
が
為
で
ご
ざ
る
。
又
此
神
楽
は
神
祇
で
、
今
生
の
御
祈
祷
の
為
で

ご
ざ
る
。
何
も
あ
の
衆
の
お
か
ま
ひ
あ
る
事
で
は
な
い
と
お
ふ
せ
ら
れ
」、狂
言
集
成
本
「
無

理
な
事
を
云
ふ
人
で
御
座
る
。
仏
在
世
の
時
よ
り
。
一
切
の
経
は
皆
衆
生
を
済
度
せ
ん
為
で

御
座
る
。
又
神
楽
と
申
す
は
。（
天
の
岩
戸
の
故
事
。
略
）
こ
れ
皆
神
楽
の
威
徳
で
。
今
生

の
祈
祷
と
申
す
は
こ
れ
で
御
座
る
。
神
楽
を
や
め
る
事
は
な
ら
ぬ
と
仰
せ
れ
い
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
に
は
、
巫
女
の
反
論
の
せ
り
ふ
が
な
い
。

　

春
日
本
は
、
総
じ
て
鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
に
近
い
。
大
般
若
経
が
「
仏
在
世
」
か
ら
始
ま

る
の
に
対
し
、
神
楽
は
神
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
う
こ
と
が
共
通
し
、
ま
た
、「
か
ま
わ
す

と
大
は
ん
に
や
を
上
ケ
ら
れ
い
」（
Ａ
）、「
か
ま
わ
ず
と
御
経
を
上
ケ
さ
せ
ら
れ
い
」（
Ｂ
）

と
い
う
せ
り
ふ
も
、「
構
カ
マ
ハ
セ

ラ
ル
ヽ
ナ
」（
享
保
保
教
本
）、「
か
ま
わ
ず
に
よ
ま
せ
ら
れ
い
」（
宝

暦
名
女
川
本
・
常
磐
松
文
庫
本
）
に
近
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
巫
女
が
「
仏
在
世
」
と
「
神
代
」
を
対
比
さ
せ
る

と
こ
ろ
な
ど
伝
右
衛
門
派
と
同
じ
で
あ
る
が
、
神
楽
こ
そ
「
神
慮
を
す
ず
し
め
る
」
も
の
だ

と
い
う
主
張
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
あ
り
、
従
っ
て
「
神
楽
を
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
」、
ま
た
は
「
止

め
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
」
と
言
う
。

　

和
泉
流
は
、「
仏
在
世
」
と
「
神
祇
」
と
い
う
対
比
を
述
べ
、「
か
ま
う
こ
と
で
は
な
い
」

ま
た
は
「
神
楽
を
止
め
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
」
と
言
う
。
狂
言
集
成
本
は
、
神
楽
の
威
徳
と
し

て
天
の
岩
戸
の
故
事
を
語
る
こ
と
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
、春
日
本
は
巫
女
の
名
ノ
リ
や
神
楽
の
前
の
謡
な
ど
に
小
異
が
あ
る
も
の
の
、

お
お
む
ね
鷺
伝
右
衛
門
派
の
特
色
を
も
つ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

13
、「
水
汲
新
発
意
」

【
発
端―

新
発
意
が
水
汲
み
に
行
く
経
緯
】

　

春
日
本
の
発
端
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
住
持
が
新
発
意
を
呼
び
出
し
、
今
日
は
「
御

延（
マ
マ
）日
」
で
あ
る
か
ら
、清
水
へ
行
っ
て
お
茶
の
水
を
汲
ん
で
来
る
よ
う
命
じ
る
。
新
発
意
は
、

い
つ
も
門
前
の
い
ち
ゃ
が
汲
ん
で
来
る
と
言
う
が
、
住
持
が
是
非
に
と
言
う
の
で
、
し
ぶ
し

ぶ
引
き
受
け
「
何
と
し
ウ
」
と
考
え
る
。
し
か
し
、
い
ち
ゃ
が
水
を
汲
み
に
行
く
時
分
だ
と

思
い
出
し
、「
参
つ
て
く
ど
き
お
と
そ
ふ
」
と
清
水
へ
行
く
（
い
っ
た
ん
退
場
す
る
か
、
も

し
く
は
後
見
座
へ
く
つ
ろ
ぐ
か
。
演
出
の
詳
細
は
不
明
）。
そ
こ
へ
い
ち
ゃ
が
お
茶
の
水
を

汲
み
に
や
っ
て
来
る
。
小
歌
を
謡
う
と
、
新
発
意
が
姿
を
現
し
、
唱
和
す
る
。

　

享
保
保
教
本
は
、
新
発
意
が
住
持
に
命
じ
ら
れ
、
水
を
汲
み
に
行
く
が
、
そ
の
ま
ま
「
門

前
ノ
ヤ
ヽ
」
を
訪
ね
、
桶
を
渡
し
て
水
汲
み
を
頼
む
。
ヤ
ヽ
が
水
を
汲
ん
で
い
る
と
、
そ
こ

へ
新
発
意
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
常
磐
松
文
庫
本
は
、
住
持
は
今
晩
客
が
あ
る
か
ら
お
茶

の
水
を
汲
ん
で
来
る
よ
う
、
新
発
意
に
命
じ
る
。
新
発
意
は
、
い
つ
も
門
前
の
い
ち
ゃ
が
汲

ん
で
来
る
と
言
う
が
、
住
持
が
是
非
に
と
言
う
の
で
、
し
ぶ
し
ぶ
引
き
受
け
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
い
ち
ゃ
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、
師
匠
の
仰
せ
に
よ
り
水
を
汲
ん
で
来
る
よ
う
に
申
し

付
け
、
自
分
も
あ
と
か
ら
行
っ
て
「
日
頃
の
思
ひ
を
語
ふ
」
と
言
っ
て
、
い
ち
ゃ
の
方
へ
行

く
（
中
入
）。
入
れ
替
わ
り
に
、
い
ち
ゃ
が
水
汲
み
に
や
っ
て
来
る
。
小
歌
を
謡
い
つ
つ
汲

む
と
こ
ろ
へ
、
新
発
意
が
あ
ら
た
め
て
出
る
（
後
記
に
「
外
ニ
仕
様
モ
有　

新
発
意
い
ち
や

方
へ
行
師
匠
の
御
諚
の
ヨ
シ
云
テ
水
汲
に
ヤ
ル
モ
ア
リ
」
と
あ
り
、
こ
れ
だ
と
享
保
保
教
本

に
同
じ
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
（
寛
政
有
江
本
・
安
政
賢
通
本
・
杭
全
本（
２
）（

Ａ
）（
Ｂ
）・

賢
茂
五
番
綴
本
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
新
発
意
が
住
持
に
命
じ
ら
れ
、
清
水
へ
水
汲

み
に
行
く
。
物
陰
に
休
ん
で
様
子
を
見
て
い
る
と
、「
門
前
の
お
女
郎
」
が
自
分
の
水
汲
み

の
た
め
に
来
る
。
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大
蔵
流
の
虎
明
本
は
、
次
の
よ
う
な
発
端
で
あ
る
。
住
持
は
新
発
意
に
水
汲
み
に
行
く
よ

う
命
じ
る
が
、
新
発
意
は
「
門
前
の
い
ち
ゃ
」
に
行
か
せ
る
よ
う
主
張
し
、
水
汲
み
を
拒
む
。

住
持
は
仕
方
な
く
い
ち
ゃ
に
頼
む
。
い
ち
ゃ
が
水
汲
み
に
行
く
と
、
あ
と
か
ら
新
発
意
が
現

れ
る
。
虎
寛
本
・
山
本
東
本
・
茂
山
真
一
本
も
こ
れ
に
同
じ
。
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源

之
丞
本
・
虎
光
本
も
同
じ
。
な
お
、
狂
言
記
拾
遺
も
大
蔵
流
と
同
じ
で
あ
る
。

　

一
方
、
和
泉
流
は
住
持
が
登
場
し
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
宗
家
系
（
天
理
本
・
和
泉
家

古
本
・
古
典
文
庫
本
）
で
は
、
ま
ず
新
発
意
が
登
場
し
、
住
持
に
水
汲
み
を
申
し
付
け
ら
れ

た
が
、
門
前
の
女
に
頼
も
う
と
言
っ
て
、
女
の
も
と
へ
行
き
、
水
汲
み
を
頼
む
。
女
が
小
歌

を
謡
い
な
が
ら
、
水
を
汲
む
と
こ
ろ
へ
新
発
意
が
現
れ
る
（
先
の
鷺
流
享
保
保
教
本
は
、
こ

の
天
理
本
・
古
典
文
庫
本
の
発
端
に
、住
持
の
申
し
付
け
を
足
し
た
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
る
）。

ま
た
、
三
宅
派
の
狂
言
集
成
本
は
、
ま
ず
女
（
門
前
の
い
ち
ゃ
）
が
登
場
し
、
野
中
の
清
水

で
濯
ぎ
物
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
次
に
新
発
意
が
登
場
し
、
茶
の
水
を
汲
ん
で
こ
い

と
言
わ
れ
た
と
、
清
水
へ
来
て
い
ち
ゃ
を
見
付
け
、
後
ろ
か
ら
目
隠
し
を
し
て
戯
れ
か
か
る

の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
発
端
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
諸
本
の
中
で
も
、
享
保
保
教
本
よ
り

は
常
磐
松
文
庫
本
に
近
い
が
、「
寺
の
御
縁
日
（
御
斎
日
）」
で
お
茶
の
水
を
汲
み
に
行
く
こ

と
、
新
発
意
が
い
ち
ゃ
に
頼
も
う
と
せ
ず
に
直
接
清
水
に
行
く
こ
と
な
ど
、
や
や
相
違
が
あ

る
。
そ
の
点
で
春
日
本
は
、
新
発
意
が
直
接
清
水
へ
行
き
「
お
女
郎
」
と
出
会
う
と
い
う
、

鷺
仁
右
衛
門
派
の
段
取
り
に
近
似
す
る
と
も
い
え
る
が
、
こ
れ
も
先
に
新
発
意
が
清
水
に
到

着
し
、
物
陰
で
待
っ
て
い
る
と
女
が
や
っ
て
来
る
と
こ
ろ
が
、
春
日
本
と
は
相
違
し
て
い
る
。

春
日
本
は
、
常
磐
松
文
庫
本
の
よ
う
な
か
た
ち
を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
に
変
形
を
加
え
た
も

の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
本
曲
の
原
形
と
さ
れ
る
天
正
狂
言
本
（
以
下
、
天
正
本
）「
糸
よ
り
」
は
、
大
名

が
女
を
呼
び
出
し
、
珍
客
に
振
る
舞
う
茶
の
た
め
に
、「
一
本
杉
」
の
水
を
汲
み
に
遣
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
女
が
小
歌
を
謡
い
、
水
を
汲
ん
で
帰
る
と
こ
ろ
へ
、「
と
ん
し
や
」
が

出
て
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
諸
流
台
本
と
は
全
く
重
な
ら
な
い
、
独
自
の
発

端
・
展
開
で
あ
る
。

【
小
歌
】

　

春
日
本
の
本
曲
の
中
で
謡
わ
れ
る
歌
謡
（
小
歌
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
（
女
）
水
ハ
方
円
の
う
つ
わ
に
し
た
が
ひ
人
ハ
善
悪
の
友
に
よ
る　

よ
し

く
我
ハ
善

に
よ
る

　

②
（
新
発
意
）
鳥
ハ
宿
す
地
（
マ
マ
）中
の
木
。
僧
ハ
た
ゞ
（
マ
マ
）く
下（
マ
マ
）か
の
か
ど
。
た
ゝ
く
妻
戸
の
。
妻

ご
ひ
。
に
ご
り
な
き
身
の
我
か
お
も
ひ

　

③
（
女
）
に
こ
ろ
と
す
む
か
池
清
水
の
。
月
ハ
清
ら
に
。
み
な
そ
こ
に
。
す
め
る
や
誠
成

る
ら
ん

　

④
（
新
発
意
）
小
松
か
き
わ
け
水
汲
に
来
り　
女
今
に
か
ぎ
ろ
か
ま
づ
は
な
せ　

ま
づ
は

な
さ
し
め
先
ツ
は
な
せ　

御
茶
の
水
か
お
そ
く
な
る　
口
伝　

な
ん
ほ
お
ざ
れ
た
御
新

発
意
よ
の

　

⑤
新
先
ツ
水
の
干
る
時
ハ
。
女
軒
場
に
ま
ち
て
汲
ふ
よ
ウ
。
新
ま
た
水
の
満
つ
時
ハ
。
二

人
行
つ
れ
て
汲
ウ
よ
ウ　

夕
べ
の
そ
ら
の
秋
の
月　

月
か
あ
ら
ぬ
か
汲
ふ
よ
ウ

　

以
下
、
他
の
台
本
に
記
載
さ
れ
た
歌
謡
の
種
類
と
順
序
を
見
て
み
る
（
春
日
本
と
共
通
す

る
歌
謡
は
、
冒
頭
の
句
に
網
掛
け
を
施
し
た
）。
ま
ず
鷺
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保
教
本
で
は
、

「
①
（
女
）
舟フ
子
ユ
ケ行
ハ
岸キ
シ

ウ
ツ
ル
、
恋ナ
ミ
タ水
川
ノ
瀬セ
マ
ク
ラ枕
ヤ
、
雲ク
モ
ハ
ヤ早
ケ
レ
バ
月
ハ
コ
ブ
、
ウ
ハ
ノ
空ソ
ラ

ノ

心
ヤ
、ウ
ハ
ノ
ソ
ラ
カ
ヤ
、何
ト
モ
ナ
、②
（
女
）
水
ハ
方ハ
ウ
ヱ
ン円
ノ
器
ウ
ツ
ハ
モ
ノニ
随シ
タ
カ

フ
、女
ハ
我ワ
ガ
ヲ
ツ
ト夫
ニ
随
フ
、

③
（
女
）
秋ア
キ

ノ
木コ

ノ
実ミ

ノ
落ヲ
チ

フ
レ
テ
ヤ
、
イ
ツ
マ
テ
汲
ヘ
キ
ゾ
無ア
チ
キ
ナ端
ヤ
ナ
、
④
（
女
）
小
松

カ
キ
分ワ
ケ
シ
ミ
ツ
ク
ミ

清
水
汲
ニ
コ
ソ
キ
ニ
キ
タ
レ
、
今
ニ
カ
ギ
ラ
ウ
カ
、
先
ツ
ハ
ナ
セ
、
⑤
（
女
）
御ヲ

茶

ノ
水
ガ
遅ヲ
ソ
クナ
リ
候
、
先
ツ
ハ
ナ
サ
シ
メ
、
先
ツ
ハ
ナ
セ
、
又
コ
ウ
カ
ト
ト
ハ
レ
タ
ヨ
ノ
、
ナ

ン
ボ
コ
ジ
ヤ
レ
タ
御ヲ

新
発
意
ゾ
、
⑥
シ
テ
扨
塩
ノ
引
時
ハ　
女
行ユ
キ
ツ
レ連
テ
汲ク
マ

ウ
ヨ　
シ
テ
又
塩

ノ
満ミ
ツ

時
ハ　
女
軒ノ
キ
バ端
ニ
待
テ
汲
フ
ヨ　
二
人
同
音
汀ミ
ギ
ハ

ノ
浪ナ
ミ

ノ
夜ヨ
ル

ノ
月　

月
蔭カ
ケ

ナ
カ
ラ
汲
フ
ヨ

（「
此
外
ニ
モ
小
哥
色
々
有
」
と
注
記
す
る
）」
で
あ
る
。

　

同
派
の
常
磐
松
文
庫
本
で
は
、「
①
女
ふ
し
水
は
方
ゑ
ん
の
う
つ
ハ
物
に
し
た
が
い
女
は
お

つ
と
に
し
た
が
ふ
、
②
（
女
）
ふ
し
舟
行
ハ
き
し
う
つ
る　

な
み
だ
川
瀬
枕　

く
も
は
や
け

れ
バ
月
は
こ
ぶ　

う
わ
の
空
の
心
や　

う
わ
の
そ
ら
か
や　

な
に
と
も
な
、
③
シ
テ
ふ
し
地

主
の
桜
ハ
ち
る
か
ち
ら
ぬ
か　

見
た
か
水
く
ミ　

ち
る
や
ん
ろ
ち
ら
ぬ
や
ん
ろ
引　

あ
ら
し

こ
そ
し
れ
、④
女
秋
の
こ
の
ミ
ハ
（
マ
マ
）落
ぶ
れ
て
や　

い
つ
迄
汲
べ
き
ぞ
あ
じ
き
な
や
な
、⑤
（
女
）

ふ
し
小
松
か
き
分
て
清
水
汲
に
こ
そ
来
た
れ　

今
に
か
ぎ
ろ
か
先
は
な
せ　

先
は
な
さ
し
め

　

ま
づ
は
な
せ　

お
茶
の
水
が
お
そ
く
な
り
候　

な
ん
ぼ
こ
ざ
れ
た
御
し
ん
発
意
よ
の
、
⑥

女
扨
塩
の
引
時
は　
シ
の
き
ば
に
待
て
汲
ふ
よ　
女
又
塩
の
ミ
つ
時
ハ　
シ
行
つ
れ
て
汲
ふ

よ　
女
み
ぎ
ハ
の
波
の
夜
る
の
月　
シ
月
か
げ
な
が
ら
く
も
ふ
よ
（
後
記
に
「
小
歌
替
」
と

し
て
、「
○
し
だ
り
柳
の
露
落
ち
て
…　

○
浦
山
し
月
と
星
と
ハ
…　

○
水
を
結
へ
ハ
月
も

手
に
や
ど
る
…
」
の
三
首
を
記
す
）」
で
あ
る
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
諸
本
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
寛
政
有
江
本
は
「
①
（
女
）
水
ハ
方
円
の
器

山口鷺流台本の系統（二）―春日庄作自筆本をめぐって―
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物
に
。
従
な
ら
い　

女
ハ
。
我
妻
（
マ
マ
）に
。
し
た
か
ふ
か
。
世
の
習
、
②
（
シ
テ
）
舟
行
ハ
岸
移

る　

な
ん
た
川
の
瀬
ま
く
ら
。
雲
は
や
け
れ
ハ
月
は
こ
ふ　

う
ハ
の
空
の
心
や
。
う
ハ
の
そ

ら
か
や
何
と
も
な
、
③
（
女
）
千（
マ
マ
）手
の
さ
く
ら
ハ
ち
る
か
ち
ら
ぬ
か
、
見
た
か
水
汲
。
散
や

ら
ふ
。
ち
ら
ぬ
や
ら
ふ
。
あ
ら
し
こ
そ
し
れ
、
④
女
小
哥
小
松
か
き
わ
け
。
清
水
汲
に
こ
そ

来
れ
。
い
ま
に
か
き
ら
ふ
か
。
ま
つ
は
な
せ
、⑤
（
シ
テ
）
水
を
む
す
へ
は
月
も
手
に
や
と
る
。

花
を
た
お
れ
は
香
衣
に
う
つ
る
な
ら
い
の
。
候
物
を
。
袖
を
曳
に
ひ
か
れ
ぬ
ハ
。
あ
ら
に
く

や
の
」
で
あ
る
。

　

杭
全
本
（
Ａ
）
は
「
①
（
女
）
水
は
方
円
ノ
う
つ
わ
も
の
ニ
、
随
ふ
習
ひ
、
…
、
②
（
シ
テ
）

舟
行
ハ
岸
う
つ
る
涙
川
ノ
瀬
枕
、…
、③
（
女
）
地
主
の
桜
ハ
散
る
か
ち
ら
ぬ
か
…
、④
シ
テ「
先

水
ノ
に
ご
る
ニ
ハ　
女
清
き
を
待
て
汲
な
り
…
、
⑤
（
女
）
道
ノ
辺
ノ
清
水
と
云
う
共
…
、

⑥
女
小
松
か
来
わ
け
、
清
水
汲
に
社
来
に
来
た
れ
、
…
、
⑦
（
シ
テ
）
水
を
結
へ
ハ
月
も
手

に
や
と
る
…
あ
ら
つ
れ
な
や
ノ
、
⑧
（
女
）
お
茶
の
水
か
お
そ
く
成
り
候
…
」
で
あ
る
。
杭

全
本
（
Ｂ
）
は
「
①
（
女
）
水
ハ
方
円
ノ
器
物
ニ
シ
タ
カ
ヒ
女
ハ
我
妻
ニ
シ
タ
カ
ウ
カ
世
ノ

習
ヒ
、
②
（
シ
テ
）
小
哥
有
リ　

ナ
ニ
ト
モ
ナ
（
後
記
「
舟
行
ケ
ハ
岸
ウ
ツ
ル
ナ
ン
タ
川
ノ

セ
マ
ク
ラ
空
（
マ
マ
）早
ケ
レ
ハ
月
ハ
コ
フ
ウ
ハ
ノ
空
カ
ヤ
ナ
ニ
ト
モ
ナ
）、
③
（
女
）
ア
ラ
シ
コ
ソ
シ

レ
（
後
記
「
地
主
ノ
サ
ク
ラ
ハ
散
ル
カ
チ
ラ
ヌ
チ
ル
ヤ
ン
ロ
ウ
チ
ラ
ヌ
ヤ（
マ
マ
）ウ
ア
ラ
シ
コ
ソ
シ

レ
）、
④
女
小
ウ
タ
小
松
カ
キ
分
ケ
清
水
汲
ニ
社
来
ニ
来
タ
レ
今
ニ
カ
キ
ロ
カ
先
ハ
ナ
セ
、
⑤

（
シ
テ
）
水
ヲ
結
ス
ハ
ヽ
月
モ
手
ニ
ヤ
ト
ル　

花
ヲ
折
レ
ハ
匂
ヒ
衣
ニ
写
ル
習
ノ
候
物　

袖
ヲ

引
ニ
引
レ
ヌ
ハ　

ア
ラ
ニ
ク
ヤ
ノ　

荒
聞
分
無
フ
候
」
で
あ
る
。

　

安
政
賢
通
本
は
「
①
（
女
）
水
は
方
円
の
、
器
物
に
随
ふ
習
ひ
、
女
は
わ
が
夫
に
随
ふ
が
、

世
の
習
ひ
、
②
（
シ
テ
）
船
行
け
ば
岸
移
る
、
涙
川
の
瀬
枕
…
、
③
（
女
）
地
主
の
桜
は
、
散

る
か
散
ら
ぬ
か
…
、
④
シ
テ
「
ま
づ
水
の
濁
る
に
は
、
女
「
清
き
を
待
ち
て
汲
む
な
り
。
シ

テ
「
又
水
の
増
す
時
は
、女
「
流
れ
を
分
け
て
汲
ま
う
よ
。
シ
テ
「
汀
の
波
の
夜
の
月
、女
「
月

影
な
が
ら
汲
ま
う
よ
。
二
人
「
秋
の
木
の
実
の
落
ち
ぶ
れ
て
、
や
あ

く
く
。
女
「
い
つ

ま
で
汲
む
べ
き
ぞ
、
味
気
無
や
な
、
⑤
（
女
）
道
の
辺
の
清
水
と
言
ふ
と
も
、
隔
て
は
あ
ら

じ
、
同
じ
流
れ
を
汲
み
に
来
る
身
な
れ
ば
、
⑥
（
女
）
小
松
掻
き
分
け
、
清
水
汲
み
に
こ
そ

来
に
来
た
れ
。
今
に
限
ら
う
か
、
ま
づ
放
せ
、
⑦
（
シ
テ
）
水
を
掬
べ
ば
、
月
も
手
に
宿
る
。

花
を
折
れ
ば
、
香
衣
に
移
る
習
ひ
の
候
も
の
を
、
袖
を
引
く
に
引
か
れ
ぬ
は
、
あ
ら
面
憎
や

の
、
⑧
（
女
）
お
茶
の
水
が
遅
く
な
り
候
、
ま
づ
離
さ
し
め
、
ま
づ
離
せ
。
又
来
う
か
と
問

は
れ
た
よ
の
。
な
ん
ぼ
う
小
じ
や
れ
た
お
新
発
意
ぞ
」
で
あ
る
。
賢
茂
五
番
綴
本
は
、
小
歌

の
種
類
・
順
序
と
も
に
安
政
賢
通
本
に
同
じ
。
た
だ
し
、
⑦
の
傍
線
部
が
「
あ
ら
つ
れ
な
や

の
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
他
流
を
見
て
み
よ
う
。
大
蔵
流
弥
右
衛
門
派
の
虎
明
本
は
「
①
清
水
寺
な
る
、
ぢ
し

ゆ
の
桜
は
…
、
②
水
を
む
す
べ
ば
、
月
も
手
に
や
ど
る
、
花
を
お
れ
は
さ
衣
に
…
あ
ら
に
く

や
な
、
③
小
松
か
き
わ
け
、
清
水
く
み
に
こ
そ
は
、
き
に
き
た
れ
、
④
（
シ
テ
・
女
）
い
ざ

く
塩
を
く
ま
ふ
よ
、

く　
（
女
）
さ
て
し
ほ
の
み
つ
時
は　
（
シ
テ
）
は
ま
べ
に
待
て
く

ま
う
よ　
（
女
）
又
し
ほ
の
引
と
き
は　
（
シ
テ
）
ゆ
き
つ
れ
な
が
ら
く
ま
ふ
よ　
（
女
）
汀
の

な
み
の
よ
る
の
し
ほ　
（
シ
テ
）
月
か
げ
な
が
ら
く
ま
ふ
よ　
（
女
）
つ
れ
な
く
い
ま
に
な
が

ら
へ
て　
（
シ
テ
・
女
）
秋
の
木
の
み
の
色
付
て
や
、い
つ
ま
で
く
む
べ
き
ぞ
、あ
ぢ
き
な
や
ゝ
、

⑤
お
ち
や
の
水
が
、
お
そ
く
な
り
候
、
の
か
ひ
は
な
さ
ひ
、
お
び
き
ら
さ
ひ
な
、
ま
た
こ
う

か
と
と
は
れ
た
よ
の
、
な
ん
ぼ
、
こ
じ
や
れ
た
お
し
ん
ほ
ち
や
な
」
で
あ
る
。

　

同
じ
く
弥
右
衛
門
派
の
虎
寛
本
は
「
①
清
水
寺
な
る
地
主
の
桜
は
…
、
②
水
を
掬
べ
ば
月

も
手
に
や
ど
る
、花
を
折
れ
ば
香
こ
ろ
も
に
…
あ
ら
に
く
や
の
、③
小
松
か
き
わ
け
…
、④
（
シ

テ
）
い
ざ

く
塩
を
汲
ま
う
よ
、

く
。（
女
）
ま
づ
汐
の
み
つ
時
は
。（
シ
テ
）
浜
辺
に
待
て

く
ま
う
よ
。（
女
）ま
た
塩
の
引
時
は
。（
シ
テ
）行
連
だ
ち
て
汲
う
よ
。（
女
）汀
の
波
の
夜
の
汐
。

（
シ
テ
）
月
影
な
が
ら
汲
う
よ
。（
女
）
難
面
今
に
な
が
ら
へ
て
。（
シ
テ
・
女
）
秋
の
木
の
実
の

色
付
て
、や
、い
つ
ま
で
汲
べ
き
ぞ
。
あ
ぢ
き
な
や
候
、⑤
（
女
）
御
茶
の
水
が
お
そ
く
成
候
。

（
シ
テ
）
の
か
い
。（
女
）
は
な
さ
い
。（
シ
テ
・
女
）
帯
切
ら
さ
い
な
。
…
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

山
本
東
本
は
「
①
清
水
寺
な
る
、
地
主
の
桜
は
…
、
②
水
を
掬
べ
ば
、
月
も
手
に
宿
る
…

さ
衣
に
…
ア
ラ
憎
や
の
。
③
女「
小
松
か
き
わ
け
…
、④
シ
テ
・
女「
い
ざ
い
ざ
汐
を
汲
も
う
よ
、

い
ざ
い
ざ
汐
を
汲
も
う
よ
。
女
「
ま
ず
汐
の
満
つ
時
は
…
（「
行
き
つ
れ
な
が
ら
」
虎
明
本

に
同
じ
）
あ
じ
き
な
や
。
⑤
シ
テ
・
女
「
お
茶
の
水
が
遅
く
な
り
候
、
シ
テ
「
退
か
い
、
女
「
放

さ
い
、
シ
テ
・
女
「
帯
切
ら
さ
い
な
。
…
」
で
あ
る
。

　

茂
山
真
一
本
は「
①
清
水
寺
な
る
、地
主
の
桜
は
…
、②
水
を
掬
べ
ば
月
も
手
に
宿
る
…（
虎

寛
本
に
同
じ
）、
③
小
松
か
き
分
け
…
、
④
シ
テ
・
女
「
い
ざ
い
ざ
汐
を
汲
ま
う
よ
、
い
ざ
い

ざ
汐
を
汲
ま
う
よ
。
女
「
ま
づ
汐
の
満
つ
時
は
…
（「
行
き
連
れ
な
が
ら
」
虎
明
本
に
同
じ
）

あ
ぢ
き
な
や
ン
や
。
⑤
お
茶
の
水
が
遅
く
な
り
候　

退
か
い
放
さ
い
帯
切
ら
さ
い
な
…
」
で

あ
る
。

　

大
蔵
八
右
衛
門
派
の
伊
藤
源
之
丞
本
は
、「
①
清
水
寺
成
地
主
の
桜
は
…
、
②
水
を
む
す

べ
バ
月
も
手
に
や
ど
る
。
…
あ
ら
に
く
や
の
、
③
小
松
か
き
分
…
、
④
御
茶
の
水
が
お
そ
く

成
候
。
の
か
い
、
は
な
さ
い
、
帯
き
ら
さ
ゐ
な
。
…
」
で
あ
る
。
同
派
の
虎
光
本
は
「
①
清

水
寺
ヲ
諷
ふ　

②
水
を
結
ハ　

月
も
手
に
舎
る
…
あ
ら
に
く
や
の
、
③
小
松
か
き
分
ケ
…
、
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④
二
人
「
い
ざ

く
水
を
汲
ふ
よ　

く　
女
「
先
汐
の
差
時
ハ　
シ
テ
「
浜
辺
に
待
て
汲

ふ
よ　
女「
又
汐
の
引
時
は　
シ
テ「
行
連
立
て
汲
ふ
よ　
女「
汀
の
波
の
夜
の
汐　
シ
テ「
月

影
な
が
ら
汲
ふ
よ　
女
「
は
か
無
ク
今
に
な
が
ら
へ
て　
二
人
「
穐
の
木
の
間
（
実
）
も
色

付
て
や　

い
つ
迄
汲
べ
き
ぞ
あ
じ
き
な
や
、⑤
「
イ
ヤ
ア
「
御
茶
の
水　
「
が
お
そ
く
成　
「
候  

「
の
か
い
さ
（
マ
マ
）な
さ
ひ
（
宮
島
本
は
「
は
な
さ
ひ
」）
帯
切
さ
い
な
…
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
泉
流
の
天
理
本（
抜
書
）は「
①
水
を
む
す
へ
は
、月
も
手
に
や
と
る
…
、②
身
は
は
ま
松
、

根
ほ
れ
て
ほ
れ
て
あ
ら
わ
れ
そ
す
る
、
③
よ
し
や
そ
な
た
の
か
せ
な
ら
は
花
に
ふ
く
共
そ
れ

ま
て
よ
、
④
ま
つ
夜
は
き
も
せ
て
、
ま
た
ぬ
夜
は
き
て
、
ぬ
れ
て
し
よ
ほ
ぬ
れ
て
、
露
に
、

⑤
身
は
在
京
、
妻
も
ち
な
か
ら
二
人
ひ
と
り
ね
そ
す
る
、
⑥
地
主
の
さ
く
ら
は
ち
る
か
ち
ら

ぬ
か
…
、⑦
舟
行
は
き
し
う
つ
る
…
、⑧
小
松
か
き
わ
け
…
、⑨
シ
テ「
扨
塩
の
引
時
は
、女「
行

つ
れ
て
く
ま
ふ
よ
、
シ
テ
「
扨
塩
の
み
つ
時
は
、
女
「
の
き
は
に
待
て
く
ま
ふ
よ
、
シ
テ
「
汀

の
な
み
の
よ
る
の
塩
、月
か
け
な
か
ら
く
ま
ふ
よ
、女
「
つ
れ
な
く
命
な
か
ら
へ
て
、シ
テ
「
秋

の
木
の
実
の
お
ち
ふ
れ
て
や
、
二
人
「
い
つ
ま
て
汲
む
へ
き
そ
あ
ち
き
な
や　

⑩
お
茶
の
水

か
お
そ
く
成
候
、
ま
つ
は
な
さ
し
め
、
ま
つ
は
な
せ
、
又
こ
う
か
と
と
わ
れ
た
よ
の
、
な
ん

ほ
う
こ
し
や
れ
た
、
お
し
ん
ほ
ち
や
な
ふ
」
と
あ
り
、
鷺
流
・
大
蔵
流
よ
り
も
多
く
の
歌
謡

を
記
載
す
る
。
和
泉
家
古
本
も
こ
れ
に
同
じ
。

　

古
典
文
庫
本
は
、「
①
水
を
む
す
べ
は
月
も
手
に
や
と
る
…
、
②
待
夜
は
来
も
せ
で
…
、

③
地
主
の
桜
は
、ち
る
か
ち
ら
ぬ
か
…
、④
か
け
ま
く
も
、神
に
祈
り
の
か
な
ひ
な
バ
、結
ひ
、

む
す
び
と
め
よ
、
常
陸
帯
を
（
是
ハ
何
ニ
テ
モ
ヨ
シ
幾
度
も
つ
め
生
田
の
若
菜
ナ
ド
謡
ヒ
来
リ
タ
ル
也

　

又
然
ル
可
ラ
ン
小
歌
爰
ニ
書
記
ス
）、
⑤
小
松
か
き
わ
け
…
、
⑥
ロ
ン
ギ
シ
テ
上
「
さ
て
汐
の
引

時
は
…
シ
テ
上
「
み
ぎ
は
の
浪
の
よ
る
の
し
ほ
月
か
げ
な
が
ら
汲
ま
う
よ
…
、
⑦
お
茶
の
水

が
遅
く
成
候
先
放
さ
し
め
ま
つ
は
な
せ
…
ま
た
い
つ
と
と
は
れ
た
よ
の
…
」
で
あ
る
。

　

三
宅
派
の
狂
言
集
成
本
は
、「
①
水
を
掬
べ
ば
。
月
も
手
に
宿
る
…
、
②
身
は
浜
松
寝
ほ

れ
て
ほ
れ
て
。
顕
れ
ぞ
す
る
、③
待
つ
夜
は
来
も
せ
で
…
、④
身
は
在
京
…
、⑤
地
主
の
桜
は
。

散
る
か
散
ら
ぬ
か
…
、
⑥
舟
行
け
ば
岸
移
る
…
、
⑦
小
松
か
き
分
け
…
、
⑧
シ
テ
「
さ
て
潮

の
干
る
時
は
。
女
「
行
き
連
れ
て
汲
ま
う
よ
…
シ
テ
「
汀
の
浪
の
よ
る
の
潮
。
月
影
な
が
ら

汲
ま
う
よ
…
、
⑨
お
茶
の
水
が
遅
く
な
り
候
。
先
づ
放
さ
し
め
。
先
づ
放
せ
。
な
ん
ぼ
う
こ

し
や
れ
た
お
新
発
意
や
の
」で
あ
る（『
新
撰
狂
言
集
』も
狂
言
集
成
本
に
同
じ
。た
だ
し
⑨「
お

新
発
意
じ
や
の
」）。

　

狂
言
記
拾
遺
は
、
小
歌
を
一
切
記
さ
な
い
。
ま
た
、
本
曲
の
原
形
と
さ
れ
る
天
正
狂
言
本

「
糸
よ
り
」
は
、「
月
に
は

く
と
い
ふ
又
雨
の
夜
は

く
と
い
ふ
た
ゝ
と
に
か
く
に
あ
ら
ほ

そ
や
心
ほ
そ
く
て
い
と
か
よ
ら
れ
て
た
ま
ら
ぬ
」「
い
と
よ
り
て
こ
い
と
よ
り
て
矢
は
き
の

殿
に
お
も
わ
れ
よ
」
の
二
首
の
み
を
記
す
。
天
正
本
の
こ
れ
ら
の
歌
謡
は
、
諸
流
台
本
と
は

全
く
重
な
ら
な
い
。

　
「
水
は
方
円
の
」
は
鷺
仁
右
衛
門
派
・
伝
右
衛
門
派
と
も
に
必
ず
謡
わ
れ
る
。
他
流
の
台

本
に
は
見
え
ず
、
こ
れ
は
鷺
流
固
有
の
小
歌
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
春
日
本
①
は
そ
の
変

形
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
傍
線
部
が
独
自
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

　

春
日
本
の
②
③
は
独
自
の
小
歌
で
あ
る
。
鷺
流
両
派
は
も
と
よ
り
、
大
蔵
・
和
泉
両
流
に

も
同
じ
小
歌
は
見
出
せ
な
い
。
②
の
冒
頭
は
、
能
「
融
」「
東
北
」
に
も
引
か
れ
る
賈
島
の

著
名
な
詩
句
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
③
と
と
も
に
②
の
歌
謡
の
出
典
は

不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

春
日
本
の
小
歌
④
は
、
享
保
保
教
本
の
④
⑤
を
合
体
さ
せ
た
よ
う
な
歌
謡
で
あ
り
、
常
磐

松
文
庫
本
⑤
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
春
日
本
⑤
は
下
線
部
が
異
な
る
も
の
の
、
や
は

り
常
磐
松
文
庫
本
⑥
に
近
い
。
他
流
は
大
き
く
相
違
す
る
。

　

総
じ
て
、
大
蔵
流
は
、「
お
茶
の
水
が
遅
く
な
り
候
」
の
小
歌
の
「
ま
づ
放
さ
し
め
、
ま

づ
放
せ
」
が
、「
退
か
い
放
さ
い
帯
切
ら
さ
い
な
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
ま

た
、
新
発
意
と
女
と
の
掛
け
合
い
で
は
、
大
蔵
・
和
泉
と
も
に
「
汀
の
波
の
夜
の
汐
」
と
あ

る
。
鷺
流
は
お
お
む
ね
「
汀
の
浪
の
夜
の
月
」
と
あ
る
が
、
春
日
本
（
⑤
）
は
「
夕
べ
の
そ

ら
の
秋
の
月
」
と
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
の
小
歌
は
、
お
お
む
ね
鷺
流
の
特
色
を
そ
な
え
て
お
り
（
①
）、

特
に
常
磐
松
文
庫
本
に
近
い
も
の
（
④
）
も
含
む
が
、
な
お
か
つ
独
自
の
表
現
（
①
）
が
認

め
ら
れ
、
鷺
流
は
も
と
よ
り
他
流
・
他
派
の
台
本
に
全
く
見
出
せ
な
い
歌
謡
（
②
③
）
も
存

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
結
末
と
住
持
の
せ
り
ふ
】

　

春
日
本
で
は
、
新
発
意
と
い
ち
ゃ
が
小
歌
を
謡
い
戯
れ
る
（
そ
の
間
に
新
発
意
が
「
聞
ィ

て
サ
へ
く
る
れ
ハ
身
共
ハ
げ
ん
ぞ
く
し
て
妻
に
し
よ
ふ
」
な
と
ど
言
う
。
い
ち
ゃ
も
「
そ
れ

な
ら
バ
わ
ら
わ
が
思
ふ
ま
ゝ
じ
や
」
と
言
う
）
と
こ
ろ
へ
、
住
持
が
来
る
の
で
、
新
発
意
は

い
ち
ゃ
の
後
ろ
へ
隠
れ
る
。
住
持
は
そ
れ
を
見
付
け
て
咎
め
、
追
い
や
る
（
橋
掛
り
へ
行
く

か
）。
そ
の
後
に
住
持
は
、

イ
ヤ
い
ち
や
ア
ヽ
ら
此
方
ハ
聞
こ
え
ぬ
者
じ
や　

身
共
此
中
か
ら
と
つ
お
ゝ
つ
し
ん

も
つ
て
く
ど
く
に
そ
れ
ハ
な
ん
の
か
の
と
言
々
ぬ
け
て
今
の
事
し
ん
ぼ
ち
と
あ
れ
は

何
と
言
う
事
じ
や

山口鷺流台本の系統（二）―春日庄作自筆本をめぐって―
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と
言
っ
て
い
ち
ゃ
に
迫
り
、「
此
上
ハ
某
の
存
分
と
け
ね
バ
な
ら
ぬ
」「
こ
ち
江
お
り
や
れ
」

と
手
を
取
り
連
れ
て
行
こ
う
と
す
る
。
そ
こ
へ
新
発
意
が
出
て
、「
是
ハ
此
方
ニ
ハ
御
出
家

の
身
と
し
て
有
る
ま
じ
い
事
て
御
座
る
」
と
言
っ
て
、
二
人
は
組
み
合
う
。
最
後
に
は
、
い

ち
ゃ
が
住
持
の
足
に
取
り
付
き
、
二
人
で
住
持
を
倒
し
て
入
る
。

　

享
保
保
教
本
は
、
住
持
が
現
れ
、
ヤ
ヽ
を
後
ろ
に
隠
し
て
い
る
新
発
意
を
咎
め
（
注
記
に

は
「
女
師
匠
ヘ
向
仕
手
隠
ル
ヽ
モ
有
」
と
あ
る
）、
扇
で
打
っ
て
橋
掛
り
へ
追
い
や
り
、

ヤ
ヽ
此
年
月
愚
僧
ガ
様
々
云
ヘ
共
強ツ
レ
ナ
イ
ヘ
ン
タ
ウ

顔
返
答
斗
ス
ル
ハ
余ア
マ
リ
心
強ツ
ヨ
イ
事
シ
ヤ
ト
思
フ
タ
ガ

是
故
シ
ヤ　

ア
ヽ
サ
リ
ト
ハ
聞キ
コ

ヘ
ヌ
者
シ
ヤ
ゾ

と
か
き
く
ど
く
と
こ
ろ
へ
、新
発
意
が
再
び
来
て
組
み
合
い
と
な
り
、女
が
住
持
の
足
を
取
っ

て
打
ち
倒
し
て
、
二
人
手
を
引
き
入
る
の
を
住
持
が
追
い
込
む
。

　

常
磐
松
文
庫
本
は
、
現
れ
た
住
持
が
新
発
意
を
橋
掛
り
へ
追
い
や
り
、
そ
の
後
に
、

是
い
ち
や　

そ
ち
ハ
み
ど
も
の
云
事
ハ
き
か
い
で
新
発
意
め
と
今
の
や
う
な
事
が
あ

る
物
て
お
り
や
る
か

と
言
う
。
そ
こ
へ
新
発
意
が
再
び
来
て
組
み
合
い
と
な
り
、
女
が
留
め
に
は
い
る
が
、「
水

掛
聟
の
こ
と
く
」
新
発
意
が
「
師
匠
ヲ
ナ
ゲ
ヨ
」
と
言
う
の
で
、
住
持
を
投
げ
て
二
人
は
入

る
。
こ
の
時
、
新
発
意
「
是
か
ら
け
ん
ぞ
く
し
て
そ
お
ふ
」、
女
「
う
れ
し
う
御
座
る
」
と

い
う
せ
り
ふ
が
あ
る
。

　

寛
政
有
江
本
は
、
新
発
意
が
女
と
水
を
掛
け
合
う
と
こ
ろ
へ
、
住
持
が
来
て
、
新
発
意
を

扇
で
打
つ
。
女
が
そ
れ
を
咎
め
る
と
、
女
も
打
た
れ
る
。
最
後
に
二
人
で
住
持
を
打
ち
倒
す

と
、
住
持
が
追
い
込
む
。
杭
全
本
（
Ｂ
）
も
同
じ
。
杭
全
本
（
Ａ
）
は
、
新
発
意
と
女
が
水

を
掛
け
合
う
こ
と
は
な
い
が
、
住
持
が
来
て
か
ら
は
（
Ｂ
）
と
同
じ
。

　

安
政
賢
通
本
は
、
住
持
が
来
て
（
女
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
た
）
新
発
意
を
扇
で
打
ち
、
橋

掛
り
へ
追
い
や
る
。
そ
れ
を
咎
め
た
女
も
ま
た
住
持
に
打
擲
さ
れ
る
。
そ
こ
で
新
発
意
が「
科

も
無
い
お
女
郎
を
お
叩
き
や
る
。
逃
す
事
で
は
無
い
ぞ
」
と
住
持
と
組
み
合
う
。
あ
と
は
女

が
住
持
の
足
を
取
っ
て
倒
し
、
二
人
で
入
る
後
か
ら
住
持
が
追
い
込
む
。
賢
茂
五
番
綴
本
も

同
じ
。

　

こ
の
場
面
で
は
、
春
日
本
の
他
、
享
保
保
教
本
・
常
磐
松
文
庫
本
に
住
持
が
女
に
言
い
寄

る
せ
り
ふ
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
橋
本
朝
生
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（
３
）、

鷺
伝

右
衛
門
派
の
特
徴
で
あ
る
。
住
持
と
新
発
意
と
い
ち
ゃ
が
三
角
関
係
に
あ
る
こ
と
を
は
っ
き

り
見
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
大
蔵
流
諸
本
に
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
せ
り
ふ
で
あ
る
（
和
泉

流
は
、
先
述
の
よ
う
に
住
持
は
登
場
し
な
い
）。

　

春
日
本
は
と
り
わ
け
常
磐
松
文
庫
本
に
近
く
、
そ
の
せ
り
ふ
は
よ
り
直
截
的
で
あ
る
。
寛

政
有
江
本
以
下
の
鷺
仁
右
衛
門
派
諸
本
に
は
、
こ
の
よ
う
に
住
持
が
（
新
発
意
を
追
い
払
っ

た
後
に
）
日
頃
つ
れ
な
い
と
し
て
い
ち
ゃ
に
迫
る
く
だ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

住
持
と
新
発
意
が
組
み
合
い
、
女
が
足
を
取
っ
て
倒
す
鷺
流
の
結
末
は
、
常
磐
松
文
庫
本

の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、「
水
掛
聟（
４
）」
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
用
い
て
い
る
。
大
蔵
流
（
狂
言

記
拾
遺
も
同
じ
）
の
結
末
も
基
本
的
に
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
住
持
を
倒
す
ま
で
の
段

取
り
に
流
派
ご
と
の
相
違
が
あ
る
わ
け
で
、
例
え
ば
大
蔵
流
の
中
で
も
、
八
右
衛
門
派
の
虎

光
本
に
は
、住
持
が
新
発
意
を
後
ろ
に
隠
し
た
い
ち
ゃ
を
打
ち
叩
く
と
、新
発
意
が
現
れ
、「
こ

な
た
も
だ
ぐ
る
い
を
被
成
た
事
が
御
座
ふ
が
の
」と
言
い
、い
ち
ゃ
と
住
持
と
の
情
事
を
す
っ

ぱ
ぬ
く
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
骨
皮
」
に
も
あ
る
や
り
と
り
で
あ
り
、
そ
れ
を

取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
弥
右
衛
門
派
に
は
こ
の
や
り
と
り
は
な
い
（
狂
言
記
拾
遺
も
そ

れ
に
同
じ
）。
な
お
、
和
泉
流
は
住
持
が
出
な
い
の
で
、
女
が
新
発
意
の
頭
に
水
桶
の
水
を

浴
び
せ
て
終
わ
る
。
天
正
本
は
「
く
つ
て
（
組
ん
で
）
お
つ
こ
ろ
は
す
」
と
あ
っ
て
、「
と

ん
し
や
」
が
女
に
転
ば
さ
れ
る
と
い
う
結
末
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

以
上
、
春
日
本
「
水
汲
新
発
意
」
は
、
発
端
や
結
末
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
鷺
伝
右
衛

門
派
、
特
に
常
磐
松
文
庫
本
と
の
近
似
が
認
め
ら
れ
る
が
、
小
歌
に
つ
い
て
は
、
鷺
流
独
自

の
、
特
に
常
磐
松
文
庫
本
と
類
似
す
る
歌
謡
を
含
み
つ
つ
も
、
鷺
流
両
派
及
び
大
蔵
・
和
泉

両
流
と
は
重
な
ら
な
い
、
独
自
の
歌
謡
も
謡
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
春
日
本
の
本
曲
は
、
全

体
と
し
て
、
常
磐
松
文
庫
本
を
基
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
少
し
変
形
を
加
え
た
か
の
よ
う
な

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

14
、「
業
平
餅
」

【
次
第
】

　

春
日
本
の
シ
テ
が
登
場
直
後
に
謡
う
次
第
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

和
歌
の
心
を
道
と
し
て

く
玉
津
嶋
江
参
ら
む

　

鷺
伝
右
衛
門
派
は
、
宝
暦
名
女
川
本
（
甲
）「
和
哥
の
心
を
道
と
し
て
、

く
、
玉
津
嶋

に
参
覧
」
と
あ
り
、
常
磐
松
文
庫
本
も
同
じ
。

　

鷺
仁
右
衛
門
派
は
、
宝
暦
名
女
川
本
（
乙（
５
））「
和
哥
の
心
を
道
と
し
て

く
、
玉
津
嶋
詣

急
か
ん
」、
安
政
賢
通
本
「
和
歌
の
心
を
友
と
し
て
、
く
、
玉
津
島
詣
急
が
ん
」（
杭
全
本
・

賢
茂
五
番
綴
本
も
同
じ
）
と
あ
り
、
傍
線
部
が
相
違
す
る
。

　

大
蔵
流
は
、
山
本
東
本
「
和
歌
の
心
を
種
と
し
て
、
和
歌
の
心
を
種
と
し
て
、
玉
津
島
詣
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急
が
ん
」
と
あ
る
。
三
句
目
が
鷺
仁
右
衛
門
派
と
同
じ
く
「
玉
津
島
詣
急
が
ん
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
一
～
二
句
の
「
種
」
が
異
な
る
。
茂
山
千
五
郎
家
及
び
茂
山
忠
三
郎
家（
６
）は
「
い
ざ

敷
島
の
道
な
れ
ば
、
い
ざ
敷
島
の
道
な
れ
ば
、
玉
津
島
詣
急
が
ん
」
と
あ
り
、
一
～
二
句
が

独
自
の
文
句
で
あ
る
。
和
泉
流
は
、
宗
家
系
の
雲
形
本
（
大
本
）、
三
宅
派
の
狂
言
集
成
本

と
も
に
、
次
第
な
し
。

　

春
日
本
の
次
第
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
能
「
蟻
通
」
の

ワ
キ
の
次
第
（「
和
歌
の
心
を
道
と
し
て
、
く
、
玉
津
島
に
参
ら
ん
」）
と
同
じ
で
も
あ
る
。

【
名
ノ
リ―

シ
テ
の
名
】

　

春
日
本
（『
第
四
巻　

鷺
流
狂
言
手
附
本
』）
で
は
、
シ
テ
は
次
の
よ
う
に
名
乗
る
。

　
　

是
ハ
中
納
言
貫
（
マ
マ
）平
で
す

春
日
庄
作
自
筆
本
『
業
平
餅　

千
鳥
』
に
収
め
る
今
一
つ
の
「
業
平
餅
」
で
は
、「
是
ハ
中

納
言
行
平
也
」
と
あ
る
。「
貫
平
」
は
、「
行
平
」
の
転
訛
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
春

日
本
の
シ
テ
は
、在
原
業
平
で
は
な
く
、そ
の
兄
の
行
平
な
の
で
あ
る
。鷺
伝
右
衛
門
派
で
は
、

宝
暦
名
女
川
本（
甲
）・
常
磐
松
文
庫
本
と
も
に「
是
は
行
平
の
中
納
言
で
御
座
る
」と
名
乗
る
。

ま
た
、
鷺
仁
右
衛
門
派
で
も
、
宝
暦
名
女
川
本
（
乙
）・
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五

番
綴
本
す
べ
て
、「
こ
れ
は
在
原
の
行
平
で
ご
ざ
る
」
と
名
乗
る
。
つ
ま
り
、
本
曲
の
シ
テ

を
在
原
行
平
と
す
る
の
は
鷺
流
両
派
共
通
の
特
徴
で
あ
っ
た（
７
）。
特
に
春
日
本
が
「
中
納
言
」

を
称
す
る
と
こ
ろ
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
蔵
流
・
和
泉
流

の
シ
テ
は
、
曲
名
の
通
り
、
す
べ
て
在
原
業
平
で
あ
る
。

　

鷺
流
で
は
、
行
平
が
シ
テ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
曲
名
が
「
業
平
餅
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
シ
テ
（
行
平
）
が
茶
屋
で
食
す
る
餅
の
名
な
の
で
あ
る
。
先
年
、
業
平
が
こ

の
茶
屋
に
立
ち
寄
っ
て
食
し
て
以
来
、
そ
の
名
が
付
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

【
餅
を
喉
に
詰
め
る
】

　

行
平
は
、
茶
屋
で
出
さ
れ
た
餅
を
む
さ
ぼ
り
食
い
、
喉
に
詰
め
て
し
ま
う
。

　
　
「
ヤ
イ

く
こ
ち
江
お
こ
せ

く　
「
是
ハ
し
た
り　

ア
ー
御
か
ろ
が
る
し
ひ　

私
の
さ

し
上
ケ
ま
す
る　
引
取
て
く
お
ふ
ト
ス
ル　
「
ア
ー
亭
主
か
笑
ヒ
ま
す
る　

御
静
か
に
め
し

ま
せ
い　
餅
を
ノ
ド
ヘ
ツ
メ
テ　
「
ア
ヽ
ギ
ヤ
ツ
ー　
三
「
是
ハ
何
と
被
成
て
御
座
る　
茶

「
ア
ヽ
申
々
何
と
被
成
ま
し
た

く　
三
「
ア
ー
是
々
近
カ
ウ
寄
る
ま
い

く　
主
餅
キ

ヤ
ツ
ト
ハ
キ
出
ス　

三
位
扇
子
ニ
て
か
く
し

宝
暦
名
女
川
本
（
甲
）
は
「
ア
ト
「
は
、
上
り
ま
せ
い
、
同
「
其
様
な
、
と
り
や
う
が
有
物

で
御
座
る
か
、
静
に
上
り
ま
せ
い
、
シ
テ
、
も
ち
を
の
と
へ
つ
め
る　
同
「
是
は
何
と
被
成
て
御

座
る
、
と
云
て
、
せ
な
か
を
た
ゝ
く　

是
々
、
よ
ふ
御
座
る
か
」、
常
磐
松
文
庫
本
は
「
三
位
「
は

ア
上
り
ま
せ
い　

ヱ
ヽ
其
様
な
取
様
が
有
物
て
御
座
る
か　

し
づ
か
に
上
り
ま
せ
い　
ム
セ

ル　

申
是
ハ
何
と
被
成
て
御
座
る　

是
々

く
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
鷺
仁
右
衛
門
派
の
台
本
と
考
え
ら
れ
る
宝
暦
名
女
川
本
（
乙
）
は
、
喉

に
詰
め
る
こ
と
な
し
。
杭
全
本
は
、「（
二
度
目
に
食
べ
る
時
）
ハ
ア
サ
ラ
ハ
上
マ
ス
ル　
シ

テ
モ
チ
ノ
ト
ニ
ツ
メ
ル　

申

く
何
ト
ナ
サ
レ
マ
シ
タ
（
マ
マ
）コ
サ
ル

く　
モ
ハ
ヤ
ヨ
イ
ヨ
」、
安

政
賢
通
本
は
「（
二
度
目
に
食
べ
る
時
）
ア
ド
こ
れ
を
上
げ
た
な
ら
ば
御
機
嫌
で
あ
ら
う
。

さ
ら
ば
上
が
り
ま
せ
い
。
シ
テ
ど
り
や

く
。
ア
ド
申
し

く
、
こ
れ
は
何
と
な
さ
れ
て
ご

ざ
る

く
」、
賢
茂
五
番
綴
本
は
「（
二
度
目
に
食
べ
る
時
）
ア
ト
是
を
上
た
な
ら
バ
御
機
嫌

で
有
ふ　
ト
云
持
行　

去
ら
バ
上
り
ま
せ
ひ　
シ
テ
ト
リ
テ
ク
ウ
テ
イ
シ
テ
又
袂
ヘ
入
ル
　ヽ

但
シ

半
分
程
ク
ウ
テ
イ
ヲ
シ
テ
餅
ヲ
ノ
ド
ニ
ツ
メ
タ
ル
テ
イ
ヲ
ス
ル　
ア
ト
申
々
何
と
遊
い
て
御
座
る
ぞ　

ト
云
乍
シ
テ
ノ
ソ
バ
ヘ
行
セ
中
ヲ
サ
ス
ル
」
と
あ
る
。

　

大
蔵
流
の
山
本
東
本
は
、
餅
屋
の
亭
主
が
代
金
が
な
け
れ
ば
餅
を
さ
し
上
げ
ら
れ
な
い
と

い
う
の
で
、
業
平
は
餅
尽
く
し
の
謡
に
合
わ
せ
て
舞
い
、
ひ
も
じ
さ
を
訴
え
る
。
そ
の
後
、

亭
主
が
娘
を
奉
公
さ
せ
た
い
と
言
い
出
し
、
娘
を
連
れ
に
入
っ
た
隙
に
、
餅
を
食
べ
喉
に

詰
ま
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、「
餅
申
し
申
し
、
申
し
業
平
様
、
何
と
な
さ
れ
ま
し
た
。

業
平
の
う
恥
ず
か
し
や
恥
ず
か
し
や
。
あ
ま
り
う
ま
そ
う
な
餅
じ
ゃ
ほ
ど
に
、
案
内
な
し
に

一
つ
二
つ
食
う
た
れ
ば
喉
に
詰
ま
っ
た
。
ま
っ
ぴ
ら
、ゆ
る
い
て
く
れ
い
ゆ
る
い
て
く
れ
い
」

と
あ
る
。
茂
山
両
家
は
、
餅
尽
く
し
の
舞
の
後
、
亭
主
が
い
た
わ
し
く
思
い
、
娘
の
宮
仕
え

を
願
う
か
わ
り
に
餅
を
振
る
舞
う
と
言
う
の
で
、
亭
主
が
娘
を
連
れ
に
入
っ
た
間
に
餅
を
食

べ
る
が
、
喉
に
詰
め
る
こ
と
は
な
い
。

　

和
泉
流
の
雲
形
本
は
、
餅
屋
の
亭
主
が
代
金
が
な
け
れ
ば
餅
を
さ
し
上
げ
ら
れ
な
い
と
い

う
の
で
、
餅
尽
く
し
の
謡
に
合
わ
せ
て
舞
い
、
空
腹
を
訴
え
る
。
そ
の
後
、
亭
主
が
娘
を
宮

仕
え
さ
せ
た
い
と
言
い
出
し
、
娘
を
連
れ
に
入
っ
た
隙
に
、
餅
を
食
う
が
、
喉
に
詰
め
る
こ

と
は
な
い
。
業
平
は
餅
を
食
べ
た
こ
と
を
隠
す
が
、
口
の
端
に
餅
の
粉
が
付
い
て
い
る
と
亭

主
に
指
摘
さ
れ
、
笑
い
合
う
。
狂
言
集
成
本
は
、
餅
屋
の
亭
主
が
代
金
が
な
け
れ
ば
餅
を
さ

し
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
餅
尽
く
し
の
謡
に
合
わ
せ
て
舞
い
、
ひ
も
じ
が
る
。
そ
の

後
、
亭
主
が
娘
を
宮
仕
え
さ
せ
た
い
と
言
い
出
し
、
娘
を
連
れ
に
入
っ
た
隙
に
、
餅
を
食
べ

喉
に
詰
ま
ら
せ
る
。

　

鷺
流
は
、
宝
暦
名
女
川
本
（
乙
）
を
除
き
、
お
お
む
ね
行
平
は
餅
を
喉
に
詰
め
る
。
伝
右

衛
門
派
は
最
初
に
食
べ
る
時
か
ら
喉
に
詰
め
る
が
、
仁
右
衛
門
派
は
二
度
目
に
食
べ
る
時
の

山口鷺流台本の系統（二）―春日庄作自筆本をめぐって―
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こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
蔵
流
山
本
家
・
和
泉
流
三
宅
派
も
餅
を
喉
に
詰
め
る
が
、
亭
主
が

娘
を
連
れ
に
入
っ
た
隙
に
む
さ
ぼ
り
食
う
時
の
こ
と
な
の
で
、
場
面
は
異
な
る
。
和
泉
流
宗

家
系
・
大
蔵
流
茂
山
両
家
は
、
喉
に
詰
め
る
こ
と
な
し
。

　

春
日
本
は
、
最
初
に
食
べ
る
時
か
ら
喉
に
詰
め
る
の
で
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
か
た
ち
で
あ

る
が
、
餅
を
吐
き
出
し
た
り
す
る
の
は
独
自
の
演
出
で
あ
り
、
鷺
流
の
他
の
台
本
と
比
べ
て

も
、
か
な
り
さ
も
し
く
、
行
儀
の
悪
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

【
語
リ
の
有
無
】

　

大
蔵
流
山
本
家
、
及
び
和
泉
流
宗
家
系
・
三
宅
派
は
、
業
平
が
餅
を
「
か
ち
ん
（
歌
賃
）」

と
い
う
謂
わ
れ
と
し
て
、
小
野
小
町
が
歌
を
詠
ん
で
雨
を
降
ら
せ（
８
）、

そ
の
報
賞
に
餅
を
賜
る

と
い
う
内
容
の
語
リ
を
語
る
が
、
春
日
本
に
は
そ
の
よ
う
な
語
リ
が
な
い
。
宝
暦
名
女
川
本

（
甲
）（
乙
）・
常
磐
松
文
庫
本
も
な
し
。
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
な
し
。

す
な
わ
ち
、
鷺
流
両
派
は
語
リ
が
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
な
お
、
大
蔵
流
で
も
茂
山
両
家

に
は
語
リ
が
な
い
。

【
和
歌
に
関
す
る
や
り
と
り
】

　

宝
暦
名
女
川
本
（
甲
）
は
、
餅
を
食
べ
た
後
、
亭
主
が
行
平
に
和
歌
を
所
望
す
る
。
行
平

は
、
業
平
の
歌
（「
ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
聞
か
ず
竜
田
川
…
」）
を
間
違
え
つ
つ
、
た
ど
た
ど

し
く
詠
む
。
常
磐
松
文
庫
本
も
同
じ
。
宝
暦
名
女
川
本
（
乙
）
は
、
餅
を
食
べ
た
後
、
亭
主

が
代
金
を
催
促
す
る
。
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
と
行
平
が
言
う
と
、
代
わ
り
に
和
歌
を
所
望
す

る
が
、
詠
め
な
い
と
言
う
の
で
、
娘
の
宮
仕
え
の
こ
と
を
願
い
出
る
。
杭
全
本
・
安
政
賢
通

本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
そ
れ
に
同
じ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
春
日
本
の
行
平
は
、
た
だ
餅
を
む
さ
ぼ
り
食
う
だ
け
で
、「
歌
が
詠
め

な
い
」
と
い
う
く
だ
り
さ
え
も
な
い
。

　

な
お
、
大
蔵
流
・
和
泉
流
に
は
、
鷺
流
両
派
の
よ
う
な
「
歌
が
詠
め
な
い
」
業
平
を
見
せ

る
く
だ
り
は
全
く
な
い
。

【
行
平
が
娘
を
所
望
す
る
】

　

春
日
本
で
は
、
業
平
餅
と
い
う
餅
の
名
を
聞
い
た
後
、
そ
の
餅
を
娘
が
拵
え
る
と
い
う
の

で
興
味
を
持
っ
た
行
平
は
、
娘
を
所
望
す
る
。

　
　
「
ヤ
イ
亭
主
シ
テ
是
ハ
汝
か
と
ゝ
な
（
マ
マ
）へ
る
の
か　
茶
「
イ
ヤ
是
ハ
私
の
娘
を
壱
人
持
て

居
り
ま
す
る
か
キ
ヤ
ツ
か
何
と
や
ら
つ
く
ね
ま
す
る　
「
ヤ
ア

く
是
ハ
娘
か
と
ゝ
の

ふ
る
の
か　
「
其
通
り
で
御
座
る　
「
扨
々
そ
れ
は
寄（
マ
マ
）得
な
事
し
や　

定
め
て
よ
（
マ
マ
）見
め

で
有
ふ
程
に
其
娘
を
つ
れ
て
居
て
宿
の
妻
ニ
て
も
し
た
ひ
も
の
し
や　

ノ
ウ
三
位
其
娘

を
所
望
ハ
成
ま
い
か

宝
暦
名
女
川
本
（
甲
）
も
、
娘
が
拵
え
る
と
聞
い
て
、
行
平
は
三
位
に
「
其
娘
を
ば
呉
ひ
と

い
へ
」
と
言
う
。
常
磐
松
文
庫
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
宝
暦
名
女
川
本
（
乙
）
は
、
こ
の
く
だ

り
が
な
く
、
先
述
の
よ
う
に
、
餅
屋
の
亭
主
か
ら
娘
を
宮
仕
え
さ
せ
た
い
と
言
い
出
す
。
鷺

仁
右
衛
門
派
の
杭
全
本
・
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
も
そ
れ
に
同
じ
。
大
蔵
流
・
和
泉

流
も
こ
の
く
だ
り
が
な
く
、や
は
り
亭
主
か
ら
娘
の
宮
仕
え
を
頼
む
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

「
餅
を
娘
が
拵
え
る
と
聞
い
て
興
味
を
持
ち
、
娘
を
所
望
す
る
」
と
い
う
く
だ
り
は
、
鷺
伝

右
衛
門
派
の
み
の
特
色
で
あ
り
、
春
日
本
は
そ
の
特
色
を
そ
な
え
て
い
る
。

【
帰
り
道
で
の
対
面―

結
末
ま
で
】

　

春
日
本
で
は
、
行
平
が
娘
を
連
れ
て
帰
る
道
す
が
ら
、
供
の
三
位
に
対
し
て
、
あ
と
二
人

の
供
の
者
（
仕
丁
・
白
丁
）
を
酒
を
取
り
に
遣
わ
せ
、
と
言
い
出
す
。
三
位
が
そ
の
旨
を
命

じ
て
二
人
が
退
場
し
た
後
、
行
平
は
、
三
位
に
も
あ
ち
ら
へ
行
っ
て
休
む
よ
う
命
じ
る
。
三

位
が
「
是
ニ
つ
め
て
居
り
ま
し
よ
ふ
」
と
言
う
の
を
無
理
や
り
遠
ざ
け
、
す
べ
て
供
の
者
が

い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
娘
と
対
面
す
る
。
娘
の
被
衣
を
取
る
と
、
醜
女
な
の
で
閉
口
し
て
逃

げ
出
し
、
娘
が
追
う
と
い
う
結
末
に
な
る
。

　

宝
暦
名
女
川
本
（
甲
）
は
、
帰
る
途
中
で
、
行
平
が
「
都
迄
は
遠
ひ
、
是
で
先
、
酒
を
壱

つ
の
も
ふ
程
に
、
才
覚
に
や
れ
」
と
言
っ
て
、
三
位
を
通
じ
て
供
の
一
人
（
傘
持
ち
）
を
酒

を
調
え
に
遣
わ
し
た
後
、
三
位
に
も
「
か
た
わ
き
で
休
め
」
と
言
う
。
三
位
は
「
是
に
お
り

ま
せ
う
」
と
言
う
が
、
酒
が
遅
い
か
ら
「
迎
え
に
ゆ
け
」
と
無
理
に
遠
ざ
け
、
一
人
に
な
っ

て
か
ら
娘
と
対
面
し
よ
う
と
し
、
そ
の
後
は
春
日
本
に
同
じ
結
末
と
な
る
。
常
磐
松
文
庫
本

も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　

宝
暦
名
女
川
本
（
乙
）
は
、
帰
る
途
中
、
行
平
は
盃
事
が
し
た
い
と
言
い
、
太
刀
持
ち
と

傘
持
ち
の
二
人
の
供
に
酒
を
調
え
に
行
か
せ
た
後
、
娘
と
の
対
面
に
な
り
、
同
様
の
結
末
と

な
る
。
杭
全
本
も
供
が
二
人
の
よ
う
で
、
こ
れ
と
同
じ
。
安
政
賢
通
本
・
賢
茂
五
番
綴
本
は
、

供
の
者
が
三
位
の
他
に
二
人
（
太
刀
持
ち
・
傘
持
ち
）
出
る
が
、
段
取
り
は
同
じ
で
、
三
位

及
び
二
人
の
者
を
同
時
に
遠
ざ
け
た
後
、
娘
と
対
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
大
蔵
流
は
、
帰
る
途
中
で
は
な
く
、
茶
屋
で
娘
と
対
面
す
る
。
醜
女
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、業
平
は
一
人
残
っ
て
い
た
傘
持
ち
に
娘
を
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
。

傘
持
ち
は
娘
の
顔
を
見
て
驚
き
、先
に
逃
げ
入
る
。
残
っ
た
業
平
と
娘
と
の
や
り
と
り
の
後
、

業
平
も
逃
げ
、
娘
が
追
い
込
む
。
和
泉
流
三
宅
派
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
段
取
り
で
結
末
に

至
る
。
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和
泉
流
宗
家
系
は
、
茶
屋
で
娘
と
対
面
す
る
が
、
醜
女
と
知
れ
る
と
、
供
の
諸
大
夫
に
押

し
つ
け
よ
う
と
す
る
。
諸
大
夫
は
顔
を
見
て
辞
退
し
、残
り
の
供
の
者
（
全
員
残
っ
て
い
る
）

も
、
そ
れ
ぞ
れ
娘
の
顔
を
見
て
失
笑
し
つ
つ
退
場
す
る
。
あ
と
は
業
平
と
娘
の
や
り
と
り
が

あ
っ
て
、
三
宅
派
と
同
様
の
結
末
と
な
る
。

　

総
じ
て
、
鷺
流
両
派
は
細
部
で
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
茶
屋
を
立
っ
て
帰
る
途
中
に
、

行
平
が
口
実
を
設
け
て
供
の
者
を
す
べ
て
遠
ざ
け
た
後
、
娘
と
対
面
す
る
と
こ
ろ
が
共
通
す

る
。
特
に
鷺
伝
右
衛
門
派
は
、
ま
ず
三
位
以
外
の
供
の
者
を
酒
を
調
え
に
や
り
、
次
に
三
位

自
身
を
遠
ざ
け
る
と
い
う
二
段
階
の
手
順
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
色
で
、
そ
れ
は
春
日
本
の

段
取
り
に
一
致
す
る
。
大
蔵
流
及
び
和
泉
流
三
宅
派
は
、
娘
と
対
面
し
た
後
に
、
娘
を
傘
持

ち
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
場
面
が
あ
り
、
傘
持
ち
の
老
練
な
演
技
が
見
ど
こ
ろ
に
も
な
っ

て
い
る
が
、
鷺
流
に
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
春
日
本
は
、
シ
テ
を
行
平
と
す
る
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
基
本
的
に
鷺
伝

右
衛
門
派
の
特
色
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
和
歌
に
関
す
る
や
り
と
り

が
一
切
な
く
、
餅
を
食
べ
る
と
こ
ろ
も
行
儀
の
悪
さ
が
目
立
つ
演
出
と
な
っ
て
い
る
。
他
の

鷺
流
諸
本
と
比
べ
て
み
て
も
、
さ
も
し
さ
と
好
色
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
春
日
本
「
業

平
餅
」
は
、
行
平
（
あ
る
い
は
業
平
）
と
い
う
偶
像
的
貴
種
の
戯
画
化
が
最
も
極
端
に
進
ん

だ
か
た
ち
の
台
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

15
、「
金
藤
左
衛
門
」

【
名
ノ
リ
と
道
行
】

　

春
日
本
で
は
、
シ
テ
（
金
藤
左
衛
門
）
の
名
ノ
リ
と
道
行
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

是
ハ
此
あ
た
り
ニ
住
居
致
ス
名
ヲ
金
藤
左
衛
門
ト
言
ウ
大
イ
の
い
た
づ
ら
者
で
御
座
る

　

某
シ
此
中
ハ
こ
と
の
外
不
仕
合
せ
に
御
座
る
に
よ
り
今
日
た
山
立
に
出
よ
う
と
存

る　

先
ツ
そ
ろ
り

く
と
参
う　

惣
而
山
立
チ
の
言
葉
ニ
ハ
よ
ひ
仕
合
せ
を
こ
ひ
松

の
仕
合
せ
と
言
ウ　

亦
あ
し
い
仕
合
せ
を
や
せ
松
仕
合
せ
と
申　

あ
わ
れ
今
日
た
こ

へ
松
の
仕
合
せ
を
し
た
い
も
の
で
御
座
る

常
磐
松
文
庫
本
は
「
是
ハ
此
傍
り
の
者
て
御
座
る　

此
間
ハ
打
つ
ゞ
き
仕
合
わ
る
い
今
日
ハ

罷
出
仕
合
を
い
た
そ
う
と
存
る　

惣
し
て
山
立
の
あ
ひ
さ
つ
の
詞
か
御
座
る　

能
物
を
こ
へ

松
と
い
ゝ
わ
る
い
物
を
疲
松
と
申　

今
日
も
こ
え
松
の
仕
合
を
致
そ
ふ
と
存
る
」
と
言
う
。

寛
政
有
江
本
（「
金
盗
左
衛
門
」）
は
「
是
ハ
此
あ
た
り
に
て
、
我
栖
を
も
持
た
す
勿
論
何
国

を
居
所
と
も
定
め
す
昼
夜
に
か
き
ら
す
風
に
木
の
葉
の
さ
そ
う
如
く
山
野
を
翔
廻
り
往
来
の

人
を
目
懸
天
晴
誰
恐
し
と
も
思
ハ
ぬ
雲
の
上
の
金
盗
左
衛
門
と
云
山
立
て
す
（
以
下
、痩
松
・

肥
松
の
こ
と
な
し
）」
と
言
う
。

　

大
蔵
流
（
和
泉
流
に
は
本
曲
な
し
）
は
、
虎
明
本
「
罷
出
た
る
者
は
、
此
あ
た
り
に
住
居

致
す
、
心
も
す
ぐ
に
な
ひ
も
の
で
御
ざ
る
、
此
間
方
々
へ
ま
い
つ
て
ご
ざ
れ
共
、
散
々
の
仕

合
で
御
ざ
る
、今
日
は
山
だ
ち
に
罷
出
、よ
ひ
も
の
も
あ
ら
は
と
ら
ふ
と
存
る
（
以
下
、痩
松
・

肥
松
の
こ
と
な
し
）」、
茂
山
真
一
本
「
こ
れ
は
雲
の
上
の
金
藤
左
衛
門
と
申
す
、
心
も
直
に

な
い
者
で
ご
ざ
る
。
こ
の
間
は
う
ち
続
い
て
仕
合
は
せ
が
悪
し
う
ご
ざ
る
に
よ
っ
て
、
今
日

は
上
の
山
へ
参
り
、
何
ぞ
よ
い
者
も
通
ら
ば
追
ひ
落
と
し
、
仕
合
は
せ
を
直
さ
う
と
存
ず
る
。

ま
づ
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
参
ら
う
。（
以
下
、
痩
松
・
肥
松
の
こ
と
な
し
）」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
（「
女
山
立
」）
は
「
こ
の
辺
り
に
隠
れ
も
な
い
す
つ
ぱ
で
御
ざ
る
、
此

ご
ろ
は
仕
合
が
悪
い
、
今
日
は
山
立
を
致
い
て
仕
合
を
直
し
ま
ら
せ
う
、
山
立
の
習
い
で
取

り
よ
き
も
の
を
取
つ
た
が
よ
い
、
む
つ
か
し
い
も
の
を
ば
取
ら
ぬ
や
う
に
す
る
が
習
い
で
御

ざ
る
」
と
言
う
。

　

春
日
本
が
「
痩
松
・
肥
松
」
の
こ
と
を
言
う
の
は
、
常
磐
松
文
庫
本
と
共
通
す
る
。
鷺
仁

右
衛
門
派
・
大
蔵
流
・
狂
言
記
外
五
十
番
は
そ
れ
を
言
わ
な
い
。
た
だ
し
他
流
に
あ
る
類
曲

「
痩
松
」（
鷺
流
の
名
寄
に
は
見
え
ず
、
台
本
も
現
存
し
な
い
）
で
は
、
こ
の
こ
と
を
必
ず
言

う
。
ま
た
春
日
本
は
、
最
初
か
ら
金
藤
左
衛
門
と
名
乗
る
が
、
こ
の
こ
と
は
常
磐
松
文
庫
本

と
は
一
致
し
な
い
。
寛
政
有
江
本
も
「
雲
の
上
の
金
盗
左
衛
門
」
と
名
乗
る
（
茂
山
真
一
本

も
同
じ
）
が
、
前
後
の
せ
り
ふ
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

【
山
立
の
許
し
状
】

　

金
藤
左
衛
門
は
、
通
り
か
か
っ
た
女
に
持
ち
物
の
包
み
を
よ
こ
せ
と
言
う
。
騒
ぐ
女
に
対

し
、「
書
キ
し
る
い
た
物
」
が
あ
る
と
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
読
み
聞
か
せ
る
。

抑
々
金
藤
左
衛
門
が
と
ふ
そ
く
の
事　

所
全
（
マ
マ
）カ

ラ
つ
よ
き
者
に
出
合
い
し
時
ハ
ず
い

ぶ
ん
と
細
サ
ク
な
り
よ
け
て
通
ス
べ
し　

亦
女
わ
ら
べ
其
外
よ
わ
き
者
に
出
合
い
し

時
ハ
何
に
よ
ら
ず
勝
手
次
第
う
ち
は
ぎ
と
る
べ
し
な
り

く
也

常
磐
松
文
庫
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
を
読
む
こ
と
は
見
え
な
い
。
寛
政
有
江
本
は
「
何

く
雲
の
上
の
金
盗
左
衛
門
山
立
赦
免
状
の
事　

一
何
者
な
り
と
昼
夜
に
限
ら
す
剥
取
へ
し

　

但
し
女
ハ
猶
以
心
の
侭
に
ハ
き
取
へ
き
者
也　

仍
て
如
件　

年
号
月
日
」
と
あ
る
が
、
後

に
女
が
連
れ
て
来
た
男
の
前
で
も
再
び
読
む
。
そ
ち
ら
は
、「
何

く
雲
の
上
の
金
盗
左
衛

門
山
立
の
赦
免
状
の
事　

一
惣
し
て
何
者
な
り
と
も
昼
夜
に
か
き
ら
す
随
分
剥
取
へ
き
こ
と

　

勿
論
女
と
弱
者
ハ
猶
々
心
の
侭
に
剥
取
へ
き
事　

但
し
強
者
に
ハ
早
う
詞
を
た
れ
わ
ひ
事

山口鷺流台本の系統（二）―春日庄作自筆本をめぐって―
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す
へ
き
者
也　

仍
て
如
件
」
と
あ
っ
て
、
少
し
文
言
が
足
さ
れ
て
い
る
。

　

大
蔵
流
は
、
虎
明
本
「
何
々
く
も
の
う
へ
の
金
藤
左
衛
門
が
山
だ
ち
の
事
、
と
り
よ
き
物

を
と
る
べ
し
、
と
り
に
く
き
も
の
は
と
る
ま
じ
き
物
也
」、
茂
山
真
一
本
「
何
々
雲
の
上
の

金
藤
左
衛
門
が
山
立
の
こ
と
。
一
つ
、
取
り
よ
き
も
の
は
取
る
べ
し
。
取
り
難
き
も
の
は
取

る
ま
じ
き
も
の
な
り
」
と
あ
る
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
「
雲
の
上
の
金
藤
左
衛
門
山
立
の
事
、
取
り
よ
い
も
の
を
ば
取
る
べ

し
、
む
つ
か
し
い
も
の
は
通
せ

く
」
と
あ
る
。

　

春
日
本
の
許
し
状
の
詞
章
は
、
他
流
・
他
派
の
ど
れ
と
も
一
致
し
な
い
。
そ
も
そ
も
鷺
伝

右
衛
門
派
の
常
磐
松
文
庫
本
に
は
、
許
し
状
の
読
み
上
げ
が
な
い
。
鷺
仁
右
衛
門
派
の
寛
政

有
江
本
や
大
蔵
流
・
狂
言
記
外
五
十
番
に
は
状
の
読
み
上
げ
が
あ
り
、
春
日
本
と
一
致
す
る

が
、
中
で
も
女
や
弱
き
者
を
引
き
合
い
に
出
す
と
こ
ろ
は
、
寛
政
有
江
本
に
近
い
と
い
え
よ

う
。

【
結
末
】

　

最
後
に
、
金
藤
左
衛
門
は
女
に
長
刀
を
取
ら
れ
、
追
い
込
ま
れ
る
。

「
ヤ
イ
お
の
れ
目
さ
い
せ
ん
わ
ら
わ
を
な
ぶ
つ
た
か
よ
い
か　

水
車
に
切
り
さ
い
て
く

り
ふ　
金
「
ア
ー
あ
ぶ
な
い

く　
「
お
の
れ
ひ
ら
く
手
む
す
ぶ
手　
金
「
ヱ
イ

く

　
女
「
な
ぎ
は
ら
れ　
金
「
ア
ヽ
ゆ
る
い
て　
口
伝　

ゆ
る
い
て
く
れ
い　
女
「
や
る

ま
い
ぞ

く

常
磐
松
文
庫
本
は
「
い
や
是
に
笠
を
わ
す
れ
て
う
せ
た　

せ
め
て
是
成
共
着
て
ゆ
こ
ふ
ト
笠

ヲ
持
テ
入
ル　

又
追
込
ニ
モ
ス
ル
時
女
道
具
仕
廻
テ
持
長
刀
ニ
の
せ
ん
ト
云
テ
追
込
」
と
あ
る
。
寛
政

有
江
本
は
「
ツ
キ
ン
ヒ
ケ
ト
リ
追
込
也
」
と
あ
っ
て
、
女
が
連
れ
て
来
た
男
に
、
シ
テ
は
追

い
込
ま
れ
る
。

　

大
蔵
流
の
虎
明
本
は
「
女
と
つ
か
み
合
、
女
に
く
み
ふ
せ
ら
れ
、
お
い
入
り
に
す
る
」（
別

演
出
あ
り（
９
））、
茂
山
真
一
本
は
、
笑
い
留
め
（
最
後
は
泣
き
笑
い
に
な
る
）
と
す
る
。

　

狂
言
記
外
五
十
番
は
、
女
が
シ
テ
を
追
い
込
む
。「
女
「
ど
こ
へ
、
を
の
れ
、
人
の
切
り

は
じ
め
に
切
つ
て
捨
て
う　
山
立
「
あ
ゝ
悲
し
や
、
助
け
て
く
だ
さ
れ

く　
女
「
ど
こ
へ
、

や
る
ま
い
ぞ

く
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　

春
日
本
は
、常
磐
松
文
庫
本
の
注
記
（
傍
線
部
）
に
示
す
別
演
出
の
か
た
ち
に
一
致
す
る
。

そ
れ
は
狂
言
記
外
五
十
番
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
鷺
流
の
所
演
曲
で
は
な
か
っ
た
類
曲
「
痩
松
」
に
つ
い
て
結
末
を
見
る
と
、

大
蔵
流
は
、
弥
右
衛
門
派
・
八
右
衛
門
派
と
も
に
、
シ
テ
は
女
が
去
っ
た
後
、
残
し
て
い
っ

た
笠
を
着
て
入
る
と
い
う
結
末
で
あ
り
、「
金
藤
左
衛
門
」と
は
相
違
し
て
い
る
。
和
泉
流
は
、

シ
テ
が
女
を
追
い
入
る
か
た
ち
（
天
理
本
・
和
泉
家
古
本
・
狂
言
集
成
本
）
と
、
女
が
シ
テ

を
追
い
込
む
か
た
ち
（
和
泉
家
古
本
注
記
・
古
典
文
庫
本
）
の
両
方
が
あ
る
。

　

春
日
本
「
金
藤
左
衛
門
」
の
結
末
は
、
シ
テ
が
女
に
追
い
込
ま
れ
る
か
た
ち
で
あ
り
、
先

に
見
た
よ
う
に
常
磐
松
文
庫
本
の
別
演
出
に
一
致
す
る
が
、
類
曲
「
痩
松
」
に
お
い
て
も
、

和
泉
家
古
本
注
記
・
古
典
文
庫
本
の
よ
う
に
、
そ
れ
と
同
様
の
演
出
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

常
磐
松
文
庫
本
は
、
冒
頭
の
名
ノ
リ
と
い
い
、
そ
う
し
た
類
曲
の
演
出
を
参
照
し
た
形
跡
が

認
め
ら
れ
る
。

　

総
じ
て
、
春
日
本
は
常
磐
松
文
庫
本
と
近
似
す
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
名
ノ
リ
の
一
部

や
許
し
状
の
読
み
上
げ
（
及
び
そ
の
内
容
）
に
お
い
て
は
、
常
磐
松
文
庫
本
か
ら
は
離
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

杭
全
本
「
大
般
若
」
は
二
種
あ
る
の
で
、
便
宜
上
、
関
屋
俊
彦
氏
『
関
西
大
学
図
書

館
所
蔵
「
杭
全
家
狂
言
伝
書
」
に
つ
い
て
』（
私
家
版
、
昭
59
）
の
杭
全
本
書
誌
に
付

さ
れ
た
通
し
番
号
に
よ
り
、
87
を
（
Ａ
）、
88
を
（
Ｂ
）
と
す
る
。

（
２
）　
「
大
般
若
」
と
同
じ
く
、「
水
汲
新
発
意
」
も
杭
全
本
に
二
種
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

注（
１
）と
同
様
に
、関
屋
俊
彦
氏
の
書
誌
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
に
よ
り
、148
を（
Ａ
）、

149
を
（
Ｂ
）
と
す
る
。

（
３
）　

橋
本
朝
生
氏
「〈
御
茶
の
水
〉
と
〈
水
汲
新
発
意
〉―

そ
の
形
成
と
展
開―

」（『
狂

言
の
形
成
と
展
開
』
み
づ
き
書
房
、
平
８
所
収
）。

（
４
）　

同
様
の
結
末
は
、「
庖
丁
聟
」「
貰
聟
」
に
も
あ
る
。
ま
た
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
「
船

渡
聟
」
の
結
末
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　

宝
暦
名
女
川
本
に
は
、
甲
・
乙
二
種
の
「
業
平
餅
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
乙
は
、鷺
仁
右
衛
門
派
の
台
本
と
考
え
ら
れ
る
。
北
川
忠
彦
氏
・
関
屋
俊
彦
氏
「
翻

刻　

鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』（
二
）」（『
女
子
大
国
文
』
106
、
平
１
・
12
）
参
照
。

（
６
）　

大
蔵
流
茂
山
千
五
郎
家
な
ら
び
に
忠
三
郎
家
の
「
業
平
餅
」
台
本
は
公
刊
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
詞
章
・
演
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
一
月
三
日
・
大

槻
能
楽
堂
で
の
上
演
（
シ
テ
・
四
世
茂
山
千
作
氏
）
の
際
の
メ
モ
、平
成
九
年
一
月
二
日
・

N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
放
映
（
シ
テ
・
四
世
茂
山
忠
三
郎
氏
）
の
録
画
を
そ
れ
ぞ
れ
参

考
に
し
た
。
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（
７
）　

こ
の
こ
と
を
含
め
、「
業
平
餅
」
の
諸
流
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
変
遷
に
つ
い
て
は
、

永
井
猛
氏
『
狂
言
変
遷
考
』（
三
弥
井
書
店
、
平
14
）
第
四
章
「
三
、
狂
言
〈
業
平
餅
〉

を
め
ぐ
っ
て―

狂
言
か
ら
初
期
歌
舞
伎
へ
」
に
詳
し
い
。

（
８
）　

小
野
小
町
の
雨
乞
い
の
歌
に
つ
い
て
は
、
大
谷
俊
太
氏
「
歌
徳
説
話
の
位
相―

雨
乞

歌
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
国
語
国
文
』
昭
63
・
５
）
参
照
。
ま
た
、そ
の
類
歌
に
つ
い
て
は
、

中
野
真
麻
理
氏
『
一
乗
拾
玉
抄
の
研
究
』（
臨
川
書
店
、
平
４
）
第
五
章
第
一
節
（
二
）

参
照
。
な
お
、
こ
の
小
野
小
町
の
雨
乞
い
説
話
は
、
鷺
流
「
箕
被
」（
賢
茂
五
番
綴
本
・

常
磐
松
文
庫
本
等
）
の
語
リ
に
も
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
９
）　

虎
明
本
の
別
演
出
は
、寛
政
有
江
本
の
結
末
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
田
口
和
夫
氏
「「
寛

政
有
江
本
」
解
題
」（『
能
・
狂
言
研
究―

中
世
文
芸
論
考―

』
三
弥
井
書
店
、平
９
所
収
）

参
照
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
鷺
流
の
「
古
態
」
残
存
の
一
例
と
し
て
も
考
え
ら
れ
る
。

拙
稿
「
鷺
流
に
お
け
る
「
古
態
」
の
残
存―

江
戸
初
期
古
演
出
と
の
関
連
を
中
心
に―

」

（『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
７　

中
世
の
芸
能
と
文
芸
』
竹
林
舎
、
平
24
所
収
）
参
照
。

山口鷺流台本の系統（二）―春日庄作自筆本をめぐって―
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INADA Hideo 

 Concerning the Kyo－gen Texts Written Down by Shunnichi Syo－saku, we considered the following points 
of the system of play script : 1）Shunnichi texts fundamentally have distinctive features of the Den-emon 
branch of the Sagi school. 2）Some parts of these texts, however, have in them some of the elements 
which are different from those of the Sagi school.

On the Kyo－gen Texts Written Down by Shunnichi Syo－saku 
Who Gave Instruction of the Kyo－gen Play of 

the Sagi School to the People of Yamaguchi, Part Ⅱ
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